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１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

1. 意 義 
「バイオ・ナノ融合サイエンス・テクノロジー」は、21 世紀の最重要研究分野の一つ

である。特に、本研究プロジェクト独自の「バイオ・ナノハイブリッド構造体の特性を

積極的に利用した環境・バイオ・医療デバイスの開発」は、今後の「バイオ・ナノ融合

テクノロジー研究」の一つの指針を与えるものである。我が国においても、「新分野の

構築による新規産業の開拓・創出」、「環境・医療分野のイノベーション創出による高齢

化社会における住み良い国づくり」が重要課題となっており、本研究プロジェクトの成

果は最終的に「新規産業・イノベーション創出」に大きく貢献するものである。 
また、「The Times Higher Education World University Rankings」等の国際的な研究

教育評価においては、「国際連携研究の推進」および「国際共著論文の発表」が非常に

重要な要素となっている。本研究プロジェクトでは、本研究センターを中心とした最先

端海外研究者・研究機関との連携による共同研究を実施し、「国際協調・国際連携」に

よる「バイオ・ナノ融合研究教育国際拠点」を形成することを目標としており、我が国

の大学および研究の国際化に大きく貢献するものである。従って、本研究プロジェクト

で実施する「国際協調・連携による国際拠点形成」は、我が国の研究教育機関が国際展

開を図る際の指針の一つとなるものである。 
さらに、すでに連携協定を締結している最先端国内外企業との連携により、最先端バ

イオ・ナノ融合サイエンス・テクノロジーを基盤とした「革新的環境・バイオ・医療デ

バイス」を実用化することを最終目標とする。 

2. 目 的 
本研究プロジェクトの目的は、 
(1) バイオ・ナノ融合デバイスの開発研究の推進、および 
(2) 本研究プロジェクトを中心とした国際拠点の形成である。 

具体的には、 
(a) 生体分子・細胞とナノ構造体との相互作用を理解し、バイオ・ナノハイブリッド

構造体の特性を積極的に利用した高精度「環境・バイオ・医療デバイス」を開発

する。 
(b) 最先端海外研究者・研究機関との連携により、バイオ・ナノハイブリッド環境・

バイオ・医療デバイスを開発し、国際拠点を形成する。 
また、本研究プロジェクトを推進することにより、 

 (c) 若手研究者の研究能力・科学的解析分析能力・コミュニケイション能力・論文執

筆能力を養成し、 
(d) 真の国際性を有する研究者を育成する。 
最終的に、 

(e) 研究成果を高インパクトファクターの国際論文誌に発表し（学問の発展に貢献）、 
 (f) 「革新的環境・バイオ・医療デバイス」の開発・実用化のための方向性を与える（テクノ

ロジーの発展に貢献）。 
本研究プロジェクトの成果は、外部評価委員会により評価され、協議会からのアドヴ

ァイスを参考にして、本研究プロジェクトをさらに発展させる。 
3. 計画の概要 
(1) バイオ・ナノハイブリッド構造体の自己組織化・自己集積化・パターン形成・シン

クロナイゼーションを解明し、環境・バイオ・医療デバイス設計・作製のための基礎

サイエンスを確立する。 
(2) 超微細加工と分子の自己集積化を融合した「デバイス設計・作製コンセプト」を確
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立し、ナノテクノロジーの発展に寄与する。 
(3) 最終的に、医学系大学および企業との連携により、環境医療現場で機能するデバイ

スの実用化のための指針を与える。 
(4) 本研究プロジェクトの副次効果として、海外先端大学との研究教育連携プログラム

を構築する（Web 教育, Double Degree Programmes, Dual Certificate Programmes, 
Internship Programmes 等）。 

（２）研究組織 

本プロジェクトは、以下の組織より構成される（2015 年度） 
（年度により PD, RA, 連携企業, 海外連携大学数は変動）  

研究組織 

BN 研究センター 

センター長（プロジェクトリーダー）：1 名 
副センター長：3 名 
センター研究員：16 名 
センター客員研究員 1 名 
Post-doctoral (PD) 研究員：18 名（外国人 9 名） 
Research assistant (RA)：10 名（外国人 3 名） 
Technical managers (TM)：5 名 

共同研究者 
埼玉医科大学：1 名（BN 研究センター客員研究員） 

海外大学：6 名（BN 研究センター客員研究員） 

事務組織 
研究推進部（BN 研究センター担当）：5 名 

教学課（大学院学際・融合科学研究科担当）：2 名 

海外連携大学 17 大学・4 研究センター（教育研究連携協定締結機関） 

連携企業 
11 社（教育研究連携協定締結企業, 海外企業 3 社） 
10 社（次世代医療機器開発プロジェクト参加企業） 

 
・ センター長（プロジェクトリーダー）が研究を統括し、プロジェクトの全責任を負う。 
・ 副センター長 3 名それぞれが、「バイオ・ナノ融合研究」、「ナノテクノロジー研究」、「バイ

オテクノロジー研究」の統括責任者となっている。 
・ センター内には研究員毎の研究室・実験室は設置せず、共通バイオ・ナノ融合実験室（細

胞実験室、細胞培養・保存室、微生物実験室、ナノテクノロジー実験室、ナノ材料実験

室、バイオ・ナノ融合共同実験室）において共同研究を実施している。 
・ PD 研究員と RA は、本プロジェクト研究をセンター研究員と共同で実施している。 
・ TM が施設・機器・装置を整備・管理し、PD・RA と連携して他の研究員・学生に対して施

設・機器・装置の操作指導を行っている。 
・ PD 研究員、RA、大学院生にはコモンルーム・コモンスペースを提供し、若手研究者間の

共同研究・相互作用を推進している。 
・ 埼玉医科大学の共同研究者とセンター研究員・PD・RA・博士前期課程学生が連携して、

in vitro・in vivo 実験を実施している。 
・ 海外共同研究者とは打合せを綿密に行い、研究教育プログラムを共同開発・実施してい

る（Web 教育, Double Degree Programmes, Dual Certificate Progrmme, Internship 
Programmes等）。 

・ 海外共同研究者の内、3 名の著名研究者（ノーベル賞受賞者 2 名を含む）には、連携研

究教育プログラムの実施に加えて、本プロジェクトの成果の評価・今後の運営に対するア

ドヴァイスをいただいている。 
・ 研究推進部・教学課が本プロジェクトの遂行に対して事務的支援を行っている。  
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（３）研究施設・設備等 

本研究プロジェクトは、東洋大学 BN 研究センターで実施している。BN 研究センターは、「BN
研究センター: Alpha」、「BN 研究センター：大型共通機器室」、「BN 研究センター Annex: 
Beta」から構成され、デバイスの超微細加工・観察・分析、ナノ構造およびバイオ・ナノハイブ

リッド構造の合成・観察・分析・解析がすべて実施できる世界最先端の施設・機器・装置・分

析室・実験室が整備されている。   
BN 研究センター: Alpha 

1997 年 3 月完成, 2階建（地下 1階）, 1,312.00 m2 
使用時間：60 時間/週, 使用人数：55（研究員・PD・RA・TM・学生） 

施

設 
・ 
機

器 

ナノテクノロジー・スーパー・クリーンルーム：3 室 
 （Class: 100, 1000, 10000）（60 時間/週） 
バイオテクノロジー・クリーンルーム：2 室（P2, P1）（60 時間/週） 
次世代医療機器開発プロジェクト実験室：1 室 
バイオ・ナノ融合実験室：2 室 
TM 室：1 室 
Sputtering system, Inductively super magnetron reactive ion etching, Micro TAS 
bonding system, Deep reactive ion etching machine 他（30 時間/週） 

   

BN 研究センター: 大型共通機器室 

2007 年 3 月整備：1 室, 150.00 m2 
使用時間：45 時間/週, 使用人数：35（研究員・PD・RA・TM・学生） 
機

器 
Electron Cyclotron Resonance (ECR) Ion Source System（45 時間/週） 
Plasma Enhanced Chemical Vapour Deposition (PECVD) System（45 時間/週） 

   

BN 研究センター Annex: Beta 

2013 年 3 月完成, 4階建, 3,544.46 m2 

使用時間：65 時間/週, 使用人数：110（研究員・PD・RA・TM・学生） 

機

器 
・ 
施

設 

透過型電子顕微鏡 3台（20 時間/週） 
走査型電子顕微鏡 5台（30 時間/週） 
走査型プローブ顕微鏡 5台（30 時間/週） 
共焦点顕微鏡 3台（30 時間/週） 
スペクトロスコピック・アナライザー（20 時間/週） 
 AES, XPS, µ-Raman, XRD, FTIR, SQUID, MALDI TOF-MS 他 
共通バイオ・ナノ融合実験室：6 室 
国際連携企業ブース：8 室、国際産学連携推進室 
国際知的財産推進室、Web 教育制作・編集室 
国際セミナーホール（100 人収容）; 国際セミナー室（25 人収容） 
PD・大学院生オープンルーム（50 人収容） 
教員・職員・PD・大学院生コモンルーム 

 

（４）研究成果の概要 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

1. *1: 革新的バイオ・ナノ融合サイエンス分野の創成（達成度 95 %） 
 ・ 自己組織化・自己集積化によるナノ構造形成過程をソフトマター・熱統計力学の観点から

展開し、普遍則を導いた。また、トップダウン超微細加工およびボトムアップ自己組織化・

自己集積化によるナノ構造およびバイオ・ナノ・ハイブリッド構造形成方法を確立した（バイ

オ・ナノ融合サイエンスのナノテクノロジー（デバイス作製技術およびデバイス要素技術）
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への応用）。 
 ・ 回転磁場・勾配磁場による、3 次元磁性ナノ粒子・磁性ナノ構造体のマニピュレーションの

ための最適条件（磁場回転周波数, 粒子磁気特性 等）を明らかにした。また、磁気ホー

ル効果を利用した、非磁性粒子の磁場によるマニピュレーション法を開発した。ドラッグデ

リヴァリー・バイオイメージング・ハイパーサーミア等への応用が可能となった（ナノロボット

のバイオ・医療・環境分野への応用）。 
 ・ 流体の臨界点における臨界タンパク光現象と紫外線フォトンとの相互作用を利用し、室

温・低温で流体分子が分解され、炭素ナノ構造が形成されることを明らかにした。また、メ

タロセン等の分子を臨界流体中に溶解させることにより、紫外線フォトンと流体分子・溶解

分子の相互作用により、磁性ナノ粒子内包カーボンナノ構造体が形成されることを明らか

にし、構造体形成メカニズムを解明した（ナノ構造体の室温・低温合成の実現）。 
 ・ バイオ・ナノモーターの開発に有用な新奇べん毛モーターを持つと推察された細菌

のドラフトゲノム解析を行い、その遺伝子を同定した（単分子モーターの開発）。 
2. *2: 革新的バイオ・ナノハイブリッド構造体の可視化テクノロジーの創成（達成度 95 %） 
 ・ 生体整合性ナノ粒子（タンパク質@ナノ粒子, タンパク質@カーボンナノ構造 等）と磁性

ナノ粒子・量子ドット等の機能性ハイブリッドナノ粒子を合成し、in vitro, in vivo バイオイメ

ージング手法を開発した。 
 ・ 特に、近赤外線レーザーによるナノ粒子の発光を利用した、in vivo バイオイメージング手

法を開発した。 
 ・ 生体分子・ナノ粒子複合体、細胞・ナノ粒子複合体を作成し、3 次元可視化手法

（3D-TEM, AFM, Confocal microscopy）を開発した。 
3. *3: 革新的バイオ・ナノ融合センサー・デバイス・テクノロジーの創成（達成度 95 %） 
 ・ 特定ガン細胞を標識し、ハイパーサーミア・光熱効果・ドラッグデリヴァリーによる細胞死

手法を開発した。 
 ・ 生体整合性ハイブリッド・ナノロボットを作製し、回転磁場・交流磁場・直流勾配磁場による

ナノロボットマニピュレーション法を開発した。 
 ・ 生体整合性ハイブリッド・ナノロボットによるナノ手術手法を開発し、脳腫瘍にストレスを与

えることにより、死滅率が 80%に達することがわかった。 
 ・ 高周波交流磁場と磁性ナノ粒子によるナノ・マイクロスケール局所加熱法を開発し、

特定細胞のハイパーサーミア治療が可能となった。 
 ・ 高効率マイクロ・バイオリアクターの開発を目的とし，強磁性粒子表面に固定化し

た酵素を高周波交流磁場中の粒子の発熱によって選択的に加熱・活性化する手法を

開発した。 
 ・ マイクロチャネル内のナノ粒子表面における抗原・抗体反応をゼータ電位の変化により測

定し、異なるアレルギー・病気を検出するデバイスを開発した。 
 ・ 高効率マイクロ・バイオ・リアクターやドラッグ・デリヴァリー・システムの開発

を目的にカーボンナノ粒子及び金属ナノ粒子に生体高分である DNA、ポリアミノ酸

を被覆し、生体高分子／カーボンナノ粒子及び生体高分子／金属ナノ粒子ハイブリ

ッド構造体を開発した。本ハイブリッド構造体は酵素活性を 4 ~ 20倍向上させた。 
 ・ 高安定かつ高感度な臨床検査用バイオセンサーの開発を目的とし、アミノ酸置換等

による高安定なコレステロール酸化酵素を開発した。 
 ・ 細菌による高効率な物質変換・生産技術の開発を目的とし、細菌の薬剤排出ナノポ

ンプの高発現化による有機化合物耐性化方法を開発した。 
 ・ 好アルカリ性細菌の細胞形態形成機構の一端を明らかにした。また、好アルカリ性

細菌の細胞表層タンパク質の固定機構を同定し、好アルカリ性細菌細胞のゼータ電

位測定方法を確立した。 
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 ・ 可視光を用いた高空間分解能、高感度の血液細胞分析用マイクロチップ（TAS）の

開発を目的とし、チップ面内に限定して細胞粒子の前方、側方に発生する極微弱蛍

光応答を計測可能なシステムを開発した。さらに、細胞に対して全方位からの時系

列での励起光照射と発生光の検出を実現するシステム構築について、先鞭をつけた。 
 ・ バイオ・イメージングおよびドラッグ・デリヴァリー・システムに使用するための

カーボンナノウォールの高効率生成法を開発した。 
 ・ 生理活性有機化合物の新規合成反応の開発を目指し、ワンポットによる合成反応を

開発した。 
 ・ 電子サイクロトロン共鳴イオン源を用いて、医療診断および治療に使用するための

磁性金属内包 Fullerene の生成手法を開発した。 
 ・ 耐環境性バイオ・ナノハイブリッドセンサーデバイスの開発を目的として、複数の

極限環境に耐性を有し、光駆動イオンポンプや光センサー機能をもつタンパク質な

どを保有する微生物を多数分離した。 
 ・ 耐環境性バイオ・ナノハイブリッドリアクターデバイスの開発を目的として、複数

の極限環境に耐性を有し、ナノ化合物などを生産する酵素を多数分離した。 
 ・ 薬物を検出するためのバイオ・ナノハイブリッドシステムの開発を目的として、カ

ビ毒やナノ粒子に感受性の高い微生物を開発した。 
 ・ カビ毒簡易検出を目指し、ナノ粒子と微生物を用いて検出系の構築を行った。 
 ・ 新規抗がん剤・免疫抑制剤の開発を目的として、ナノ粒子と微生物を用いて新規化

合物を生合成させる方法を開発した。 
 ・ 側鎖として多数の糖鎖を有するイヌリン型糖鎖高分子を世界で初めて合成し、それ

が生体適合性・高いレクチン認識能・ヒドロゲル形成能・薬物徐放性などを併せ持

つ優れたドラッグデリバリーデバイスであることを確認した。 
 ・ 未知の生体分子間相互作用である「糖鎖間相互作用」のメカニズム解明のためのデ

バイスとして、遷移金属錯体を骨格とするスモール糖クラスターを構築し、

GlcNAc-GlcNAc間相互作用や Lac-Lac間相互作用の存在を明らかとした。 
 ・ 側鎖として多数の糖鎖を有するキトサン型糖鎖高分子を合成し、それが高い水溶性

とタンパク質認識能を併せ持つ優れたバイオ医療デバイスであることを確認した。 
 ・ 帽子状貴金属ナノ粒子は、可視光領域のみならず近赤外波長にも吸収極大波長   

を有することを見出し、このピーク波長の屈折率依存性は可視のそれに対して 5 倍
程度であることを見出した（局在表面プラズモン共鳴センサーの開発）。 

 ・ 局在表面プラズモン共鳴センサー表面に吸着されたカタラーゼ酵素から発生するナ

ノ酸素気泡の検出に利用でき、有益微生物の網羅的探索に利用できる可能性を見出

した。 
 ・ 局在表面プラズモン共鳴センサー表面に血管内皮細胞を培養することができ、培地

中のグルコース濃度に対する細胞の形態的応答を検出できる可能性を見出した。 
 ・ 表面増強蛍光法（SEF）用の貴金属構造体として、従来は孤立した銀ナノ粒子が適

していると考えられていたが、厚さ 100 nm 以上の銀薄膜にシリカナノ粒子が埋包

されている構造がより適していることを発見した。 
 ・ 銀ナノ構造と蛍光物質のクエンチングを抑制するにあたって、厚さ 10 nm の TEOS

もしくは帯電性ポリマーである PSS ないしは PAH が適していることを見出した。 
 ・ SEF 効果を利用して、抗原抗体反応および DNA ハイブリダイゼーションにおける

蛍光信号を 10倍以上増強できることを発見した。 
 ・ 帽子状卑金属ナノ粒子を硝酸銀による置換反応で処理することにより、太さ 100 nm
程度、長さ数 10 µm のナノ銀樹構造を作製することができ、表面増強ラマン分光法

（SERS）に有効であることを見出した。 
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 ・ SERS層が組み込まれた薄層クロマトグラフィープレート（TLC-SERS）を作製し、

スキムミルク中に分散されたメラミンの in-situ検出に成功した。 
 ・ 銀ナノ粒子表面に形成された PDMS 基板を農作物表面に吸着させることにより、表

面の残留農薬の同定の可能性を示した。 
 ・ マイクロチップ灌流培養システムの開発を行い、形態変化、mRNA レベルの変化、PAI-1
等の分泌物の量的変化等を基に、血管内皮細胞のストレス反応を経時的に調べるシステ

ムを開発した。 
 ・ 医療デバイスの開発を目的とし、カーボンナノチューブ（CNT）が神経細胞の神経

突起伸長を促進するメカニズムを明らかにし、NGF 結合 CNT 基板上で神経突起の

伸長方向を制御する方法を開発した。 
 ・ カーボンナノチューブ（CNT）をメッキ手法により電極表面に強固に固定化する CNT 複合

金メッキ電極を試作し、酵素/電極間の直接電子授受を可能とする第三世代型バイオセン

サーを開発した。 
 ・ 太陽電池とシステム LSI を同一チップ上で集積化し、LSI の電源を太陽電池から供

給することで、メンテナンスフリーで微小面積の電源電圧可変可能な集積回路シス

テムを開発した。 
 ・ 生体•バイオ材料の表面状態の分析に利用可能と期待できる高性能電界放射電子源

を開発した。 

4. *4: バイオ・ナノ融合センサー・デバイスの実用化（達成度 95 %） 
 ・ 上記要素技術を統合した「抗原・ナノ粒子ハイブリッド構造体を基本要素とした血液

検査デバイスの開発」が「埼玉県次世代産業プロジェクト」に採択され、埼玉医科大学およ

び 10 企業と連携し、商品化に向けたデバイス開発を行った。プロトタイプ血液検査デバイ

スを製作し、「彩の国ビジネスアリーナ 2013・2014・2015」において公表した。 
 ・ 本プロジェクトで作製した・カーボンナノ構造体（カーボンナノウオール, カーボンナノチュー

ブ, グラフィン 等）を基盤とした次世代バッテリーの共同開発を国内企業と実施している。 
 ・ 生体整合性材料（Buckypaper, 機能性ナノファイバー 等）の加工のための 3D Printers

の開発を海外企業と実施している。 
 ・ カーボンナノ構造、生体分子、バイオ・ナノハイブリッド構造体の 3D イメージング手法の共

同開発を国内企業と実施している。 
 ・ 生体整合性量子ドット/磁性ナノ粒子ハイブリッド構造体による in vivo ガン細胞イメージン

グ手法の共同開発を国内企業と実施している。 
 ・ 磁性ナノロボットによるガン細胞死滅手法が海外の医療機関で採用され、医療基礎実験

が開始された。 
5. バイオ・ナノ融合研究の国際拠点の形成（達成度 95 %） 
 ・ 国際論文誌への成果発表を積極的に行い、多くの国際シンポジウム・セミナーを主催・共

催した。特に、当初の目標であった「発表論文誌の平均 Impact factor が 3.00 以上」を達

成し、また、発表論文の被引用回数は、若い論文であるが 1134（2016 年 3 月 31 日現在）

に達し、国際拠点に相応しい研究成果を発信した。 
 ・ BN 研究センターのインド拠点を Indian Institute of Technology Delhi に開設し、共同研

究・研究者交流を推進した。東洋大学大学院学際・融合科学研究科で博士号を取得した

インド人学生（国費留学生）を PD として採用し（IIT Delhi駐在）、BN センターと協力してイ

ンド拠点の運営を実施している。 
 ・ 研究成果が広く認知され、外国人先端研究者 26 名が BN 研究センターの客員研究員に

就任し、8 名が大学院学際・融合科学研究科の客員教授となった。本プロジェクト実施中

に、海外大学（UK, France, USA, Australia, Hungary, India, Oman）から 17 名の PD・学生

を受け入れ（Research Internship Programmes）、BN 研究センターの PD・学生と共同研
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究を実施した。 
6. 研究成果の教育への反映（達成度 95 %） 
 ・ 研究成果の大学院博士後期課程教育への反映・還元 
  16 大学との部局間教育研究連携を発展させ、6 大学と大学間教育研究連携協定を締結

した。さらに、2 大学（Université Pierre st Marie Curie (Paris 6), Université de Nantes, 
France）と「Ph.D Double Degree Programmes 協定」を、また、1 大学（University of 
Brighton, UK）と「Ph.D Dual Certificate Programme 協定」を締結し、Programmes の実

施体制を構築した。博士後期課程学生の研究レベル・国際性の向上に大きく貢献した。 
 ・ 研究成果の大学院博士前期課程教育への反映・還元 
  講義・研究指導をすべて英語で実施し、英語による修士論文の執筆・修士研究発表を義

務付けている。特に、「Workshops on advanced equipment I, II, III, IV」、「Web 
education I, II」を開講し、最先端科学技術教育を実施した。 

 ・ 研究成果の学部教育への反映・還元 
  「学科横断型：バイオ・ナノサイエンス融合コース」を開設した。学部学生の国際性の育

成、先端科学技術に対する問題意識の向上に大きく貢献している。 
＜優れた成果が上がった点＞ 

1. *1,*2,*3,*4: 生体整合性「アプタマー・ナノ粒子ハイブリッド・ナノロボット」を開発し、バイオ

イメージング・ナノ手術・ドラッグデリヴァリーシステムの基礎科学・技術を構築した（バイ

オ・医療デバイス要素として利用）。すでに、共同研究機関である埼玉医科大学と連携し

て in vivo 実験を実施し、脳腫瘍のナノ治療に成功した（特許出願）。また、本プロジェクト

で開発した手法が広く認知され、実用化に向けた産学共同研究を開始した。 
 Institute of Physics, Asia Pacific の Highlights として特集された。 
 http://asia.iop.org/cws/article/news/48078; http://asia.iop.org/cws/article/news/50760  
2. *1,*3: 流体分子（二酸化炭素・ベンゼン・アセトン 等）の室温・低温分解方法を開発した

（環境デバイスの開発に貢献）。また、流体分子の分解により、カーボンナノ構造が自己集

積化により形成されることを明らかにした（ナノ構造合成デバイスの開発に貢献）。 
 開発技術の一部は、すでに USA, China, 日本特許を取得し、Europe, India特許は審査

中である。University of Brighton に共同実験室を開設し、共同研究を実施している。 
3. *4: 血液検査デバイスを埼玉医科大学、企業 10 社と開発し、プロトタイプを製作した。 
 ナノテクノロジーのバイオ・医療分野への応用として、「抗原・ナノ粒子ハイブリッド構造

体を基本要素とした血液検査デバイスの開発」を推進した。「彩の国ビジネスアリーナ

2013・2014・2015」において、プロトタイプを公表した。 
＜課題となった点＞ 

1. 大学の国際化の欠如、決定プロセスの遅延（本大学の問題） 
 大学全体としては国際化が進んでおらず、特に国際化推進プログラムの実施に対する事

務体制が整備されていない。ただし、東洋大学が、「文部科学省：2014 年度スーパーグロ

ーバル大学支援事業」に採択され、国際化等が格段に推進される予定である。 
2. 不透明な研究成果評価システム（本大学の問題、日本の問題でもある） 
 「スーパーグローバル大学」として、研究評価の国際基準を導入し、「World Universities 

Ranking Top-８00」にランクされるよう、大学として、新しい「評価システム」を構築する予

定である。 
3. 多様性の受入れ能力の欠如（本大学の問題、日本の問題でもある） 
 画一的な「研究支援体制・事務体制」による「研究教育プログラムにおける多様性の抑

圧・抑制」を改善し、「スーパーグローバル大学」として、多様性を重視した先例のない最

先端研究教育プログラムを実施する予定である。 
＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 
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自己評価 
UKのResearch Excellence Framework (REF) 2014の評価システムを参考にして、発表

論文誌の Impact factor, 発表論文の被引用回数等の Metric評価法を導入し、また、プロ

ジ ェ ク ト の 研 究 成果 ・ 教 育 プ ログラムの 展 開 ・ 国 際 化 推 進 に 関 す る英文 報告書

「Achievements in the Programme for the Strategic Research Foundation at Private 
Universities」を毎年発行し、BN センター運営委員会において自己評価を行ってきた。顕

著な研究成果を上げているグループに対しては、特別予算を配分した。採択年度以降の

発表論文誌 1編当りの Impact factor は 3.00 を超え、発表論文の被引用回数は 1134 に

達し（2016 年 3 月 31 日現在）、当初の目標は達成できているが、真の国際拠点形成のた

めに、発表論文誌の Impact factor および論文の被引用回数がさらに増加するよう、本プ

ロジェクト終了後も研究教育体制をさらに整備し、「バイオ・ナノ融合科学研究」に励む。 
＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞ 

外部評価 
外部評価委員会を開催し、研究成果の外部評価を実施した。外部評価委員会は、(a)大学

に所属する先端研究者；(b)企業に所属する先端研究者；(c)国立研究開発法人に所属す

る先端研究者から構成される。2011 年度（採択年度）以降、外部評価委員会を 3回開催し

た。特に、研究成果の国際論文誌への発表、研究教育の国際連携、研究の教育への反

映・還元、研究教育の産学連携について、高い評価を得た。  
1. 外部評価委員会 開催日：2012 年 3 月 17 日 
 場 所：第二会議室, 4 号館, 川越キャンパス 
2. 外部評価委員会 開催日：2013 年 7 月 27 日 
 場 所：国際セミナールーム, BN 研究センター Annex: Beta, 川越キャンパス 
3. 外部評価委員会（最終評価） 開催日：2015 年 11 月 26 日 
 場 所：国際セミナーホール, BN 研究センター Annex: Beta, 川越キャンパス 

 
外部評価委員  

氏 名 所属・役職 

榊 裕之 

（201１–14 年度） 
豊田工業大学 

学長・教授 

松本洋一郎 

（201１–14 年度） 
東京大学 

理事・副学長・教授 

村上 雅人 
（2015–16 年度） 

芝浦工業大学 

学長・教授 

白樫 了 
（2015–16 年度） 

東京大学生産技術研究所 

教授 

田井 一郎 

（201１年度） 
株式会社 東芝 

常任顧問 

武田 晴夫 

（201１–12 年度） 
株式会社 日立製作所 基礎研究所 所長 

株式会社 日立製作所 研究開発本部 技師長 

内山 邦男 
（2013–15 年度） 

株式会社 日立製作所 研究開発本部 技師長 

黒部 篤 
（2013–14 年度） 

株式会社 東芝セミコンダクター & ストレージ社 

半導体研究開発センター・センター長 

今井 英人 
（2015–16 年度） 株式会社 日産アーク デバイス機能解析部 部長 

矢部 彰 

（201１–14 年度） 
国立研究開発法人 産業技術総合研究所 

理事 

板谷 太郎 

（2015–16 年度） 
国立研究開発法人 産業技術総合研究所 
新材料デバイス集積グループ グループ長 
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国際評価 

Sir Harry Kroto（1996 年度ノーベル賞受賞）、Sir John Walker（1997 年度ノーベル賞受

賞）、Professor Daniel Morse（2006 年度 Top-50 Innovator, Scientific American）に研究

成果の評価・研究アドヴァイスをいただいてきた。  
Sir Harry Kroto: 東洋大学川越・白山キャンパス, 2011 年 9 月 15 ~ 22 日 
 東洋大学川越・白山キャンパス, 2013 年 11 月 14 ~ 24 日 
 Florida State University, Tallahassee, Florida, USA 
  2015 年 3 月 17 ~ 20 日 
Sir John Walker: Medical Research Council, University of Cambridge, UK 
  2012 年 9 月 4 日, 2016 年 9 月（予定） 
Daniel Morse: 東洋大学川越・白山キャンパス, 201２年 11 月 16 ~ 19 日 
 University of California Santa Barbara, Santa Barbara, USA 
  2016 年 8 月（予定） 

協議会 
外部評価委員会の評価結果をもとに協議会を開催し、今後の研究遂行のストラテジーに

ついてアドヴァイスをいただいた。特に、本学学長および学長室から、本プロジェクトを基盤

とした「教育研究国際拠点形成」に対して全面的な支援を受けることを確認した。 
1. 協議会 開催日：2012 年 06 月 30 日 
 場 所：第三会議室, 6 号館, 白山キャンパス 
2. 協議会 開催日：2014 年 06 月 30 日 
 場 所：国際セミナールーム, BN 研究センター Annex: Beta, 川越キャンパス 
3. 協議会 開催日：2016 年 07 月（予定） 
 

協議会委員  
氏 名 所属・役職 

古田 勝久 
（2012–13 年度） 東京電機大学 学長 

奥村 次徳 
（2014–17 年度） 首都大学東京 副学長 

加藤 誠志 
（2012–14 年度） 国立障害者リハビリテーションセンター 所長 

長我部 信行 
（2012–14 年度） 日立製作所 中央研究所 所長 

松尾 友矩 
（2012–17 年度） 

東洋大学 常務理事 

竹村 牧男 
（2012–17 年度） 東洋大学 学長 

 
＜研究期間終了後の展望＞ 

新たな研究プロジェクトを組織化し、本プロジェクトをさらに発展させる。 
新研究プロジェクト名は「Development of nano robotics: Application of nano robots to 
biomedical and environmental studies（仮）」である。 

今後の研究方針： 
1. 国際的なインパクトを意識した研究の更なる推進 
2. 国際連携教育研究プログラムの更なる推進 
3. プロジェクト研究員間の共同研究の更なる推進 
4. 基礎科学の発展への国際貢献 
5. 実用化を意識したナノロボットの開発（個々の要素技術の統合・企業との更なる連携） 
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6. 研究成果の教育への反映・還元 

＜研究成果の副次的効果＞ 

1. 特許出願：22件 
2. 海外大学との教育研究連携（研究成果の教育への反映・還元）： 
 国際的観点から博士号の質を保証する目的で、海外大学と Ph.D Double Degree 

Programmes, Ph.D Dual Certificate Programme 協定を締結した。 
✓ Ph.D Double Degree Programmes: 
 Université Pierre et Marie Curie (Paris 6), France 
 Université de Nantes, France 
✓ Ph.D Dual Certificate Programme: 
 University of Brighton, UK 

 海外連携大学の PD・学生を 17 名受け入れ、 Academic Internship Programmes を実

施し、BN センターの PD・学生と共同研究を実施した。 
✓ Internship Programmes: 
 University of Oxford, UK 
 University of Brighton, UK 
 Université de Nantes, France 
 Université Pierre et Marie Curie (Paris 6), France 
 Budapest University of Technology and Economics, Hungary 
 James Cook University, Australia 
 Indian Institute of Technology Delhi, India 
 Sree Chitra Tirunal Institute for Medical Sciences and Technology, India 
 Sultan Qaboos University, Oman 

3. デバイス実用化プロジェクトの組織化・推進 
✓ 埼玉県次世代産業「医療機器開発プロジェクト」 

 10 企業と実用化に向けた「血液検査デバイス開発」を行った。プロトタイプを製作し、

「彩の国ビジネスアリーナ 2013・2014・2015」において公表した。2015 年度より、商

品化に向けたプロジェクトを開始した。 
✓ 国内企業との連携 

 本プロジェクトで作製したカーボンナノ構造体（カーボンナノウオール, カーボンナノチ

ューブ, グラフィン 等）を基盤とした次世代バッテリーの共同開発を実施している。 
✓ 海外企業との連携 

 バイオ・ナノハイブリッド構造体の 3D 加工法の開発 
 本プロジェクトで開発した「生体整合性バイオ・ナノ材料」の加工を目的とした「3D 

Printers」の開発を実施している。 
✓ 国内企業との連携 

 カーボンナノ構造、生体分子、バイオ・ナノハイブリッド構造体の 3D イメージング手法

の開発を実施している。 
✓ 国内企業との連携 

 生体整合性量子ドット/磁性ナノ粒子ハイブリッド構造体による in vivoガン細胞イメー

ジング手法の開発を実施している。 
4. 先端研究教育プログラム開発のためのコンサルティング 

✓ 海外企業との連携 
 本プロジェクトの推進形態（先端研究の実施、先端教育の実施、先端機器の導入・管

理・運営等）を基盤とした、「国際先端研究教育推進コンサルティング」を海外企業と

実施している。 
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１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してください。） 

（1）Bio-medical devices  （2）Environmental devices  （3）Nanotechnology  
（4）Biotechnology  （5）Bio-nano fusion technology （6）Bio-nano hybrid structures 
（7）Biocompatibility  （8）Nanomaterials  

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 

 

＜雑誌論文＞ 
 
国際論文誌への論文発表 
 
・すべて査読有 
・成果分野に応じて *1,*2,*3,*4 を明記（11（4）進捗状況・研究成果等 参照） 
・プロジェクト研究員を下線  , PD を下線  , RA を下線  で示す 
 
 1. *2,*3: A.K. Rochani, R.G. Aswathy, A. Borah, T. Maekawa and D.S. Kumar, Heat shock protein 90 

targeted nano anticancer therapy, J. Pharm. Sci. (2016), at press. 
 2. *1,*2,*3: M.S. Mohamad, A.C. Poulose, S. Veeranarayanan, Rebeca R. A., Trevor M., Y. Suzuki, 

Y. Sakamoto, P. M. Ajayan, R.R. Bouchard, Y. Yoshida, T. Maekawa and D.S. Kumar, Plasmonic 
fluorescent CdSe/Cu2S hybrid nanocrystals for multichannel imaging and cancer directed 
photothermal therapy, Nanoscale (2016), at press. 

  DOI: 10.1039/c5nr05225d 
 3. *1,*3: V.A. Kumar, T. Uchida, T. Mizuki, Y. Nakajima, Y. Katsube, T. Hanajiri and T. Maekawa, 

Synthesis of nanoparticles composed of silver and silver chloride for a plasmonic photocatalyst 
using an extract from a weed Solidago altissima (goldenrod), Adv. Nat. Sci.: Nanosci. 
Nanotechnol. 7, 015002 (2016). 

  DOI: 10.1088/2043-6262/7/1/015002 
 4. *1,*2,*3: R. Imazawa, Y. Takahashi, W. Aoki, M. Sano and M. Ito, A novel type bacterial flagellar 

motor that can use divalent cations as a coupling ion, Scie. Rep. 6, 19773 (2016). 
  DOI: 10.1038/srep19773 
 5. *1,*3: T. Uchida, R. Rácz, M. Muramatsu, Y. Kato, A. Kitagawa, S. Biri and Y. Yoshida, 

Two-chamber configuration of Bio-Nano electron cyclotron resonance ion source for fullerene 
modification, Rev. Sci. Instrum. 87, 02A720 (2016). 

  DOI: 10.1063/1.4934649 
 6. *1,*3: K. Koshiji, Y. Nonaka, M. Iwamura, F. Dai, R. Matsuoka and T. Hasegawa, C6-Modifications 

on chitosan to develop chitosan-based glycopolymers and their lectin-affinities with sigmoidal 
binding profiles, Carbohydr. Polym. 137, 277-286 (2016). 

  DOI: 10.1016/j.carbpol.2015.10.073 
 7. *3: C. Kataoka and S. Kashiwada: Salinity-dependent toxicity assay of silver nanocolloids using 

Medaka eggs, J. Vis. Exp., e53550 (2016). 
  DOI: 10.3791/53550 
 8. *1,*3: H. Takei and T. Okamoto, Morphology effects of cap-shaped silver nanoparticle films as a 

SERS platform, Analytical Sciences (2016), at press. 
 9. *1,*3: Y. Kamishibahara, H. Kawaguchi and N. Shimizu, Rho kinase inhibitor Y-27632 promotes 

neuronal differentiation in mouse embryonic stem cells via phosphatidylinositol 3-kinase, 
Neurosci. Lett. 615, 44-49 (2016). 

  DOI: 10.1016/j.neulet.2016.01.022 
 10. *3,*4: Y. Asao and F. Horiguchi, A precise model for cross-point memory array, IEICE Trans. 

Electron. E99-C, 119-128 (2016). 
  DOI: 10.1587/transele.E99.C.119 
 11. *1,*2,*3: A. Borah, S. Raveendran, A. Rochani, T. Maekawa and D.S. Kumar, Targeting 

self-renewal pathways in cancer stem cells: Clinical implications for cancer therapy, Oncogenesis 
4, e177 (2015). 

  DOI: 10.1038/oncsis.2015.35 
 12. *3,*4: T. Higashi, H. Minegishi, A. Echigo, Y. Nagaoka, T. Fukuda, R. Usami, T. Maekawa and T. 

Hanajiri, Nanomaterial-assisted PCR based on thermal generation from magnetic nanoparticles 
under high-frequency ac magnetic fields, Chem. Phys. Lett. 635, 234-240 (2015). 

  DOI: 10.1016/j.cplett.2015.06.070 
 13. *1,*2,*3: S. Veeranarayanan, A.C. Poulose, M.S. Mohamed, Y. Nagaoka, S. Kashiwada, T. 

Maekawa and D.S. Kumar, FITC/suramin harboring silica nanoformulations for cellular and 
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embryonic imaging/anti-angiogenic theranostics, J. Mater Chem. B 3, 8079-8087 (2015). 
  DOI: 10.1039/C5TB01357G 
 14. *1,*2,*3: A.C. Poulose, S. Veeranarayanan, M.S. Mohamed, Y. Sakamoto, N. Hirosawa, Y. 

Suzuki, M. Zhang, M. Yudasaka, N. Radhakrishnan, T. Maekawa, P.V. Mohanan and D.S. Kumar, 
Characterizing the biocompatibility and tumor-imaging capability of Cu2S nanocrystals in vivo, 
Nanoscale 7, 13061-13074 (2015). 

  DOI: 10.1039/C5NR02572A 
 15. *1,*3: S.Al Khabouri, S.Al Harthi, T. Maekawa, Y. Nagaoka, M.E. Elzain, A.Al Hinai, A.D. 

Al-Rawas, A.M. Gismelseed, A.A. Yousif, Composition, electronic and magnetic investigation of 
the encapsulated ZnFe2O4 nanoparticles in multiwall carbon nanotubes containing Ni residuals, 
Nanoscale Res. Lett. 10, 262 (2015). 

  DOI: 10.1186/s11671-015-0971-7 
 16. *1,*3: H. Shimoshige, H. Kobayashi, T. Mizuki, Y. Nagaoka, A. Inoue and T. Maekawa, Effect of 

polyethylene glycol on the formation of magnetic nanoparticles synthesized by Magnetospirillum 
magnetotacticum MS-1, PLoS One 10, e0127481 (2015). 

  DOI: 10.1371/journal.pone.0127481 
 17. *1,*3: M. Suzuki, A. Aki, T. Mizuki, T. Maekawa, R. Usami and H. Morimoto, Encouragement of 

enzyme reaction utilizing heat generation from ferromagnetic particles subjected to an ac 
magnetic field, PLoS One 10, e0127673 (2015). 

  DOI: 10.1371/journal.pone.0127673 
 18. *1,*2,*3: A.C. Poulose, S. Veeranarayanan, M.S. Mohamed, Y. Nagaoka, R.R. Aburto, T. Mitcham, 

P.M. Ajayan, R.R. Bouchard, Y. Sakamoto, Y. Yoshida, T. Maekawa and D.S. Kumar, Multi-stimuli 
responsive Cu2S nanocrystals as trimodal imaging and synergistic chemo-photothermal therapy 
agents, Nanoscale 7, 8378-8388 (2015). 

  DOI: 10.1039/C4NR07139E 
 19. *1,*2: A. Mathew, T. Maekawa and D.S. Kumar, Aptamers in targeted nanotherapy, Curr. Top. 

Med. Chem. 15, 1102-1114 (2015). 
  DOI: 10.2174/1568026615666150413153525 
 20. *1,*3: S. Raveendran, V. Palaninathan, Y. Nagaoka, T. Fukuda, S. Iwai, T. Higashi, T. Mizuki, Y. 

Sakamoto, P.V. Mohanan, T. Maekawa and D.S. Kumar, Extremophilic polysaccharide 
nanoparticles for cancer nanotherapy and evaluation of antioxidant properties, Int. J. Biol. 
Macromolec. 76, 310–319 (2015). 

  DOI: 10.1016/j.ijbiomac.2015.03.001 
 21. *1,*2,*3: B. Sivakumar, R.G. Aswathy, Y. Nagaoka, T. Fukuda, S. Iwai, K. Venugopal, K. Kato, T. 

Maekawa and D.S. Kumar, An ‘all in one’ approach for simultaneous chemotherapeutic, 
photothermal and magnetic hyperthermia mediated by hybrid magnetic nanoparticles, RSC Adv. 5, 
25066-25078 (2015). 

  DOI: 10.1039/C5RA00168D 
 22. *1,*3: N. Chauhan, V. Palaninathan, S. Raveendran, A.C. Poulose, T. Nakajima, T. Hasumra, T. 

Uchida, T. Hanajiri, T. Maekawa and D.S. Kumar, N2-plasma assisted one-step alignment and 
patterning of graphene oxide on SiO2/Si substrate via Langmuir-Blodgett technique, Adv. Mater. 
Interfaces 2, 1400515 (2015). 

  DOI: 10.1002/admi.201400515 
 23. *1,*2,*3: T. Fukuda, Y. Hayasaki, T. Hasumura, Y. Katsube, R.L.D. Whitby and T. Maekawa, Low 

temperature synthesis of carbon fibres and metal-filling carbon nanoparticles with laser irradiation 
into near-critical benzene, RSC Adv. 5, 12671-12677 (2015). 

  DOI: 10.1039/C4RA15709E 
 24. *1,*2,*3: S. Raveendran, N. Chauhan, V. Palaninathan, Y. Nagaoka, Y. Yoshida, T. Maekawa and 
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and photothermal ablation of cancer cells, Part. Part. Syst. Charact. 32, 54-64 (2015). 

  DOI: 10.1002/ppsc.201400081 
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Bioeng. 120, 24-30 (2015). 
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  DOI: 10.1128/genomeA.01005-15 
 27. *1,*3: Y. Kondo, H. Minegishi, A. Echigo, Y. Shimane, M. Kamekura, T. Itoh, M. Ohkuma, N. 
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＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 

＜既に実施しているもの＞ 
 
国際シンポジウム（主催, 国内開催） 
 
1. International Symposium on Bioscience and Nanotechnology 

開催日：2011 年 12 月 10 日 
場 所：Theatre 721, 川越キャンパス 
主 催：バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 
    大学院学際・融合科学研究科 
後 援：インド大使館, 日本電子, アサイラムテクノロジー, Asylum Research 
    島津製作所, 堀場製作所, 日立ハイテクノロジーズ 
参加者：300 名 
URL： http://bionano.toyo.ac.jp/9thsymposium/index.html 
 http://webedu.sce.toyo.ac.jp/bionanosci/Catalog/pages/catalog.aspx?catalogId=342d5f9e

-bdca-471d-ba35-83a629d9cc44 
 
2. International Symposium on Bioscience and Nanotechnology 

combined with the International Symposium on Advanced Science and Technology 
combined with the 60th Anniversary of Japan-India Diplomatic Relations 
開催日：2012 年 12 月 7・8 日 
場 所：井上円了ホール, 白山キャンパス 
主 催：バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 
    大学院学際・融合科学研究科 
後 援：インド大使館, 日本学術振興会（JSPS） 
    日本電子, アサイラムテクノロジー, Asylum Research 
    島津製作所, 堀場製作所, 日立ハイテクノロジーズ, エリオニクス, サムコ 
参加者：430 名 
URL： http://www.indianjspsalumni.org/BNERC-IJAA-Seminarposter.pdf 
 http://www.indianjspsalumni.org/IJAA_BNERCIndiaJapanSeminaFinalSchedule.pdf 

 
3. International Symposium on Bioscience and Nanotechnology 

開催日：2013 年 11 月 15 日 
場 所：井上円了ホール, 白山キャンパス 
主 催：バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 
    大学院学際・融合科学研究科 
後 援：フランス大使館 
    日本電子, 島津製作所, 堀場製作所, 日立ハイテクノロジーズ, エリオニクス, サムコ 
参加者：300 名 
URL： http://www.toyo.ac.jp/site/english-glns/37861.html 
 http://www.toyo.ac.jp/site/bnel/37516.html 

 
4. International Symposium on Bioscience and Nanotechnology 

開催日：2014 年 11 月 14・15 日 
場 所：国際セミナーホール 
    バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター Annex: Beta, 川越キャンパス 
主 催：バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 
    大学院学際・融合科学研究科 
後 援：フランス大使館, インド大使館 
    日本電子, 島津製作所, 堀場製作所, 日立ハイテクノロジーズ, エリオニクス, サムコ 
参加者：300 名 
URL： http://bionano.toyo.ac.jp/Event/index.html 
 http://www.toyo.ac.jp/site/english-glns/59192.html 
 http://www.toyo.ac.jp/site/bnel/59027.html 

 
5. International Symposium on Bioscience and Nanotechnology 

開催日：2015 年 11 月 26 - 28 日 
場 所：国際セミナーホール 
    バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター Annex: Beta, 川越キャンパス 
主 催：バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 
    大学院学際・融合科学研究科 
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後 援：インド大使館,フランス大使館,日本電子, 島津製作所, 堀場製作所 
 日立ハイテクノロジーズ, エリオニクス, サムコ, 日産アーク, アルバックファイ 
参加者：440 名 
URL： http://www.toyo.ac.jp/site/bionano/85095.html 
 http://www.toyo.ac.jp/site/bionano/ 
 http://bionano.toyo.ac.jp/Event/index.html 

 
国際セミナー（主催, 国内開催） 
 
1. The Role of Science, Technology and Education for the Establishment of the Wealthy Society and 

Peaceful World （豊かな社会・平和な世界を築くための科学・技術・教育の役割） 
開催日：2011 年 9 月 19 日 
場 所：日経ホール 
主 催：東洋大学 
    バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 
    大学院学際・融合科学研究科 
共 催：日本経済新聞社  
後 援：British Council、日本電子, アサイラムテクノロジー, Asylum Research 
    島津製作所, 堀場製作所 
参加者：480 名 
URL： http://bionano.toyo.ac.jp/indexpage.html 

 
2. Bio-Nano Electronics Research Centre – Université de Nantes 
 International Workshop on Nanoscience, Nanotechnology and Nanomaterials 

開催日：2012 年 5 月 9 日 
場 所：バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター Annex: Beta, 川越キャンパス 
主 催：バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 
    大学院学際・融合科学研究科 
参加者：35 名 

 
3. The Role of Science, Technology and Education for the Establishment of the Wealthy Society and 

Peaceful World （豊かな社会・平和な世界を築くための科学・技術・教育の役割） 
開催日：2012 年 11 月 17 日 
場 所：日経ホール 
主 催：東洋大学 
    バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 
    大学院学際・融合科学研究科 
共 催：日本経済新聞社  
後 援：日本電子, アサイラムテクノロジー, Asylum Research 
    島津製作所, 堀場製作所, 日立ハイテクノロジーズ, エリオニクス, サムコ 
参加者：550 名 
URL： http://bionano.toyo.ac.jp/indexpage.html 

 
4. International Workshop on Academic Interactions with Top Scientists 

開催日：2013 年 11 月 14 日 
場 所：バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター Annex: Beta, 川越キャンパス 
主 催：バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 
    大学院学際・融合科学研究科 
後 援：日本電子, アサイラムテクノロジー, Asylum Research 
    島津製作所, 堀場製作所, 日立ハイテクノロジーズ, エリオニクス, サムコ 
参加者：150 名 
URL： http://bionano.toyo.ac.jp/indexpage.html 

 
5. International Workshop on Academic Interaction with Sir Harry Kroto 

開催日：2013 年 11 月 21 日 
場 所：バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター Annex: Beta, 川越キャンパス 
主 催：バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 
    大学院学際・融合科学研究科 
後 援：日本電子, アサイラムテクノロジー, Asylum Research 
    島津製作所, 堀場製作所, 日立ハイテクノロジーズ, エリオニクス, サムコ 
参加者：130 名 
URL： http://bionano.toyo.ac.jp/indexpage.html 
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国際セミナー（主催・共催, 海外開催）  
1. Bio-Nano Electronics Research Centre – Indian Institute of Technology Delhi 
 International Seminar on Nanotechnology 

開催日：2011 年 8 月 2・3 日 
場 所：Physics Committee Room, Indian Institute of Technology Delhi, India 
主 催：バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 
    大学院学際・融合科学研究科 
    Indian Institute of Technology Delhi 
参加者：25 名  

2. Bio-Nano Electronics Research Centre – Indian Institute of Technology Delhi 
 International Seminar on Nanotechnology 

開催日：2012 年 8 月 10 日 
場 所：Physics Committee Room, Indian Institute of Technology Delhi, India 
主 催：バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 
    大学院学際・融合科学研究科 
    Indian Institute of Technology Delhi 
参加者：55 名  

3. Nanomaterials Seminar I at the Begbroke Science Park, University of Oxford 
開催日：2012 年 9 月 3 日 
場 所：Begbroke Science Park, University of Oxford, UK 
主 催：Nicole Grobert’s Research Group, University of Oxford 
    バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 
参加者：25 名  

4. Nanomaterials Seminar II at the Begbroke Science Park, University of Oxford 
開催日：2013 年 3 月 27 日 
場 所：Begbroke Science Park, University of Oxford, UK 
主 催：Nicole Grobert’s Research Group, University of Oxford 
    バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 
参加者：20 名  

5. Inaugural Workshop on Bio-Nano Electronics Research Centre, Toyo University-Nanotechnology 
Research Facilities, IIT Delhi Research Collaboration Programme 

開催日：2013 年 8 月 8 日 
場 所：Senate Room, Indian Institute of Technology Delhi, India 
主 催：バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 
    大学院学際・融合科学研究科 
    Indian Institute of Technology Delhi 
参加者：110 名  

6. International Seminar on Nanotechnology and Biomedicine 
開催日：2014 年 9 月 14・15 日 
場 所：King Abdulaziz Medical City, Ministry of National Guard Health Affairs 
      Riyadh, Saudi Arabia 
主 催：King Abdulaziz Medical City, Ministry of National Guard Health Affairs 
共 催：バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 
    大学院学際・融合科学研究科 
参加者：100 名  

7. International Seminar on Nanotechnology 
開催日：2014 年 9 月 17 日 
場 所：Sultan Qaboos University 
      Muscat, Oman 
主 催：Sultan Qaboos University 
共 催：バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 
    大学院学際・融合科学研究科 
参加者：80 名 
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国際シンポジウム（共催, 海外開催）  
1. International Symposium on Futuristic Science and Technology in Frontier Area 

開催日：2011 年 8 月 5・6 日 
場 所：Residency Tower Hotel, Trivandrum, India 
主 催：日本学術振興会（JSPS） 
共 催：東洋大学 
    Indian JSPS Alumni Association 
参加者：120 名 
URL： http://www.sctimst.ac.in/Conferences/resources/ICFST_2011.pdf  

2. International Symposium on New Age Science and Technology for Sustainable Development 
開催日：2012 年 8 月 6・7 日 
場 所：Hotel Radisson Blu, Nagpur, India 
主 催：日本学術振興会（JSPS） 
共 催：東洋大学 
    Indian JSPS Alumni Association 
参加者：110 名 
URL： http://www.indianjspsalumni.org/IJAA-NEERI-2012-Seminarposter-FirstCircualr.pdf  

3. International Conference on Frontiers in Energy, Environment, Health and Materials Research 
(EEMR-2013) 

開催日：2013 年 8 月 12・13 日 
場 所：Trident Hotel, Bhubaneswar, India 
主 催：日本学術振興会（JSPS） 
共 催：東洋大学 
    Indian JSPS Alumni Association 
参加者：120 名 
URL： http://www.immt.res.in/EEMR2013/default.htm  

4. International Conference on Advancements in Materials, Health and Safety towards Sustainable 
Energy and Environment (MHS-2014) 

開催日：2014 年 8 月 7・8 日 
場 所：Kohinoor Asiana Hotel, Chennai, India 
主 催：日本学術振興会（JSPS） 
共 催：東洋大学 
    Indian JSPS Alumni Association 
参加者：180 名 
URL： http://www.indianjspsalumni.org/IJAA-Conference-Brochure-2014.pdf  

5. International Conference on Contemporary Advances on Science and Technologies (IC-CAST) 
開催日：2015 年 8 月 7 - 9 日 
場 所：Banaras Hindhu University, Varanasi, India 
主 催：日本学術振興会（JSPS） 
共 催：東洋大学 
    Indian JSPS Alumni Association 
参加者：250 名 
URL： http://ijaa-cast-bhu2015.com/index.php 

 
若手研究者のための国際セミナー（主催, 国内開催）  
1. Bio-Nano Electronics Research Centre: International Seminar Series 

題 目：Nano structured electrocatalysts for direct hydrocarbon fuel cell 
講 師：Professor Suddhasatwa Basu 

Indian Institute of Technology Delhi, India 
開催日：2011 年 9 月 15 日 
場 所：2101 教室, 川越キャンパス 
主 催：バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 
    大学院学際・融合科学研究科 
参加者：15 名  

2. Bio-Nano Electronics Research Centre: International Seminar Series 
題 目：Creation of novel carbon composites 
講 師：Professor Krisztina László 
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Budapest University of Technology and Economics, Hungary 
開催日：2012 年 5 月 11 日 
場 所：2104 教室, 川越キャンパス 
主 催：バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 
    大学院学際・融合科学研究科 
参加者：30 名  

3. Bio-Nano Electronics Research Centre: International Seminar Series 
題 目：Application of COMSOL multiphysics in bionanotechnology 
講 師：Bjorn Sjordin, Vice-President, COMSOL, USA 
開催日：2012 年 5 月 28 日 
場 所：2458 教室, 川越キャンパス 
主 催：バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 
    大学院学際・融合科学研究科 
参加者：15 名  

4. Bio-Nano Electronics Research Centre: International Seminar Series 
題 目：Structure, aggregation and self-assembly of biological molecules-peptides, membrane 

active drugs and lipids in relation to their function 
講 師：Professor Kalpathy R.K. Eswaran 

Indian Institute of Science, India 
開催日：2012 年 6 月 05 日 
場 所：2203 教室, 川越キャンパス 
主 催：バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 
    大学院学際・融合科学研究科 
参加者：45 名  

5. Bio-Nano Electronics Research Centre: International Seminar Series 
題 目：Phase engineered interference lithography for complex photonic structure fabrication 
講 師：Professor Joby Joseph 

Indian Institute of Technology Delhi, India 
開催日：2012 年 6 月 15 日 
場 所：2201 教室, 川越キャンパス 
主 催：バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 
    大学院学際・融合科学研究科 
参加者：60 名  

6. Bio-Nano Electronics Research Centre: International Seminar Series 
題 目：Nanotechnology: Near future strategies 
講 師：前川透・内田貴司（バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター） 
    Khershed Cooper 

Naval Research Laboratory, USA 
    David Kahaner 

Asian Technology Information Programme, USA 
開催日：2012 年 7 月 24 日 
場 所：第二会議室, 川越キャンパス 
主 催：バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 
参加者：10 名  

7. Bio-Nano Electronics Research Centre: International Seminar Series 
題 目：Toxicology of medical devices, pharmaceutics, chemicals and regulatory studies 
講 師：Dr. P.V. Mohanan 

Sree Chitra Tirunal Institute for Medical Sciences and Technology, India 
開催日：2012 年 9 月 25 日 
場 所：2102 教室, 川越キャンパス 
主 催：バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 
    大学院学際・融合科学研究科 
参加者：50 名  

8. Bio-Nano Electronics Research Centre: International Seminar Series 
題 目：Three-dimensional holography 
講 師：Professor Joby Joseph 

Indian Institute of Technology Delhi, India 
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開催日：2013 年 6 月 17 日 
場 所：国際セミナー室, バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター Annex: Beta, 川越キャンパス 
主 催：バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 
    大学院学際・融合科学研究科 
参加者：60 名  

9. Bio-Nano Electronics Research Centre: International Seminar Series 
題 目：Bio molecular nanotechnology 

Nano magnetic materials 
講 師：Professor Prashant Mishra, Indian Institute of Technology Delhi, India 
 Professor Neeraji Khare, Indian Institute of Technology Delhi, India 
開催日：2013 年 7 月 19 日 
場 所：国際セミナー室, バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター Annex: Beta, 川越キャンパス 
主 催：バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 
    大学院学際・融合科学研究科 
参加者：85 名  

10. Bio-Nano Electronics Research Centre: International Seminar Series 
題 目：Materials science of atomic layers 

2D electronics: Graphene and beyond 
講 師：Professor Pulickel Ajayan, Rice University, USA 
 Professor Kaustav Banerjee, University of California Santa Barbara, USA 
開催日：2014 年 3 月 27 日 
場 所：国際セミナー室, バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター Annex: Beta, 川越キャンパス 
主 催：バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 
    大学院学際・融合科学研究科 
参加者：85 名  

11. Bio-Nano Electronics Research Centre: International Seminar Series 
題 目：Interaction between magnetic nanoparticles and cells 
講 師：PhC Vicard Du, Université Didrot Paris 7, France 
開催日：2014 年 10 月 14 日 
場 所：国際セミナー室, バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター Annex: Beta, 川越キャンパス 
主 催：バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 
    大学院学際・融合科学研究科 
参加者：60 名  

12. Bio-Nano Electronics Research Centre: International Seminar Series 
題 目：Development of green sustainable technology based on nanotechnology 
      Supramolecular nanotechnology 
講 師：Professor K.K. Sapathy, Indira Gandhi Centre for Atomic Research, India 
      Professor George John, City University of New York, USA 
開催日：2014 年 12 月 9 日 
場 所：国際セミナー室, バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター Annex: Beta, 川越キャンパス 
主 催：バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 
    大学院学際・融合科学研究科 
参加者：110 名  

13. Bio-Nano Electronics Research Centre: International Seminar Series 
題 目：Development of nanohybrid structures for dye sensitised and 
      QD sensitised solar cell applications 
講 師：Professor R. Jayavel, Centre for Nanoscience and Technology, Anna University, India 
開催日：2014 年 12 月 15 日 
場 所：国際セミナー室, バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター Annex: Beta, 川越キャンパス 
主 催：バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 
    大学院学際・融合科学研究科 
参加者：30 名  

14. Bio-Nano Electronics Research Centre: International Seminar Series 
題 目：Creation of multifunctional carbon nano materials 
講 師：PhC Karwei So, University of Oxford, UK 
開催日：2015 年 6 月 24 日 
場 所：国際セミナー室, バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター Annex: Beta, 川越キャンパス 
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主 催：バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 
    大学院学際・融合科学研究科 
参加者：85 名  

15. Bio-Nano Electronics Research Centre: International Seminar Series 
題 目：Multifunctional architectures based on cellulose nanocrystals and carbon nanotubes 
講 師：PhC Jean-Bruno Mougel, Université de Nantes, France 
開催日：2015 年 7 月 6 日 
場 所：国際セミナー室, バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター Annex: Beta, 川越キャンパス 
主 催：バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 
    大学院学際・融合科学研究科 
参加者：30 名  

16. Bio-Nano Electronics Research Centre: International Seminar Series 
題 目：Introduction to complex quantum theories 
講 師：Professor Bhabani Prasad Mandal, Banaras Hindu University, India 
開催日：2016 年 1 月 6 日 
場 所：国際セミナー室, バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター Annex: Beta, 川越キャンパス 
主 催：バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 
    大学院学際・融合科学研究科 
参加者：20 名  

17. Bio-Nano Electronics Research Centre: International Seminar Series 
題 目：Functionalisation and characterisation of nanomaterials for imaging, sensing and drug 

delivery 
講 師：Dr. Silvia Giordani, Istituto Italiano di Tecnologia, Italy 
開催日：2016 年 3 月 22 日 
場 所：国際セミナー室, バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター Annex: Beta, 川越キャンパス 
主 催：バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 
    大学院学際・融合科学研究科 
参加者：35 名 

 
産学連携セミナー（主催・共催, 国内開催）  
1. 第 1 回バイオ・ナノ産学連携セミナー 

題 目：Solution Seminar for Food Analysis: Towards the development of safe food 
    食品分析ソリューションセミナー2012：食の安心・安全を目指して 
開催日：2012 年 01 月 20 日 
場 所：スカイホール, 白山キャンパス 
主 催：バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 
    日本電子株式会社 
参加者：120 名 
URL： http://www.alpha-mos.co.jp/event/2012/bionano01.html 
 http://bionano.toyo.ac.jp/JPN/indexpage.html  

2. 産業界のためのセミナー 
題 目：知のマッチング会 
開催日：2012 年 3 月 14 日 
場 所：第 1・第 3 会議室, 川越キャンパス 
主 催：首都圏産業活性化協会 
共 催：東洋大学 
参加者：100 名 
URL： http://sqipp.jimdo.com/活動内容/知のマッチング会/  

3. Academia-Industry Collaborative Seminar Series 
題 目：Western blotting 
開催日：2013 年 7 月 19 日 
主 催：バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 
    大学院学際・融合科学研究科 
共 催：GE Healthcare Japan 
参加者：45 名  
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4. Academia-Industry Collaborative Seminar Series 
題 目：Near infrared optical imaging and electron probe micro analysis for medicine 
開催日：2015 年 2 月 25 日 
場 所：国際セミナー室, バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター Annex: Beta, 川越キャンパス 
主 催：バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 
    大学院学際・融合科学研究科 
共 催：島津製作所 
参加者：45 名  

5. Academia-Industry Collaborative Seminar Series 
題 目：Preparation of sliced samples 
開催日：2015 年 3 月 3 日 
場 所：国際セミナー室, バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター Annex: Beta, 川越キャンパス 
主 催：バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 
    大学院学際・融合科学研究科 
共 催：Leica Microsystems 
参加者：30 名  

6. Academia-Industry Collaborative Seminar Series 
題 目：Electron beam lithography (EBL) and their related equipment for bio-nano materials 
開催日：2015 年 3 月 5 日 
場 所：国際セミナー室, バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター Annex: Beta, 川越キャンパス 
主 催：バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 
    大学院学際・融合科学研究科 
共 催：ELIONIX 
参加者：35 名  

7. Academia-Industry Collaborative Seminar Series 
題 目：X-ray photoelectron spectroscopy (XPS) and its related surface analysis methods 
開催日：2015 年 3 月 9 日 
場 所：国際セミナー室, バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター Annex: Beta, 川越キャンパス 
主 催：バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 
    大学院学際・融合科学研究科 
共 催：ULVAC Phi 
参加者：35 名  

8. Academia-Industry Collaborative Seminar Series 
題 目：Fluorescence imaging 
開催日：2015 年 3 月 11 日 
場 所：国際セミナー室, バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター Annex: Beta, 川越キャンパス 
主 催：バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 
    大学院学際・融合科学研究科 
共 催：GE Healthcare Japan 
参加者：30 名  

9. Academia-Industry Collaborative Seminar Series 
題 目：Introduction to inductively coupled plasma mass spectrometry (ICP-MS) 
開催日：2015 年 3 月 20 日 
場 所：国際セミナー室, バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター Annex: Beta, 川越キャンパス 
主 催：バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 
    大学院学際・融合科学研究科 
共 催：Milestone General, Thermo Fischer Scientific 
参加者：35 名  

10. Academia-Industry Collaborative Seminar Series 
題 目：Three-dimensional bio-imaging and drug delivery 
開催日：2015 年 3 月 25 日 
場 所：国際セミナー室, バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター Annex: Beta, 川越キャンパス 
主 催：バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 
    大学院学際・融合科学研究科 
共 催：日本電子 
参加者：40 名  
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11. Academia-Industry Collaborative Seminar Series 
題 目：Confocal microscope 
      Super resolution microscope 
開催日：2015 年 7 月 1 日 
場 所：国際セミナー室, バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター Annex: Beta, 川越キャンパス 
主 催：バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 
    大学院学際・融合科学研究科 
共 催：NICON 
参加者：40 名  

12. Academia-Industry Collaborative Seminar Series 
題 目：ImageXpress® micro high-content screening system technical seminar 
開催日：2015 年 7 月 8 日 
主 催：バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 
    大学院学際・融合科学研究科 
共 催：Molecular Devices Japan 
参加者：40 名  

13. Academia-Industry Collaborative Seminar Series 
題 目：Ultra high resolution cell imaging technology 
開催日：2015 年 10 月 1 日 
場 所：国際セミナー室, バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター Annex: Beta, 川越キャンパス 
主 催：バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 
    大学院学際・融合科学研究科 
共 催：GE Healthcare Japan 
参加者：35 名  

14. Academia-Industry Collaborative Seminar Series 
題 目：Introduction to 3D-structured illumination super resolution microscope 
開催日：2015 年 10 月 20 日 
主 催：バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 
    大学院学際・融合科学研究科 
共 催：GE Healthcare Japan 
参加者：30 名  

15. Academia-Industry Collaborative Seminar Series 
題 目：Imaging cytometry  
開催日：2015 年 10 月 27 日 
主 催：バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 
    大学院学際・融合科学研究科 
共 催：GE Healthcare Japan 
参加者：20 名  

16. Academia-Industry Collaborative Seminar Series 
題 目：Biophysical interaction analysis 
開催日：2015 年 11 月 10 日 
主 催：バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 
    大学院学際・融合科学研究科 
共 催：GE Healthcare Japan 
参加者：20 名  

17. Academia-Industry Collaborative Seminar Series 
題 目：All-in-one microscopy  
開催日：2015 年 12 月 8 日 
主 催：バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 
    大学院学際・融合科学研究科 
共 催：KEYENCE 
参加者：15 名  

18. Academia-Industry Collaborative Seminar Series 
題 目：Cell imaging technical seminar 
開催日：2015 年 12 月 8 日 
主 催：バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 
    大学院学際・融合科学研究科 
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共 催：PerkinElmer 
参加者：15 名  

19. Academia-Industry Collaborative Seminar Series 
題 目： Microplate reader technical seminar 
開催日：2016 年 1 月 19 日 
主 催：バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 
    大学院学際・融合科学研究科 
共 催：Molecular Devices Japan 
参加者：20 名  

20. Academia-Industry Collaborative Seminar Series 
題 目：Circular Dichroism spectrometry 
開催日：2016 年 3 月 9 日 
主 催：バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 
    大学院学際・融合科学研究科 
共 催：Applied Photophysics, TEGA Science 
参加者：25 

 

＜これから実施する予定のもの＞ 
 
1. 若手研究者のための国際セミナー（国内開催）は、従来どおり、海外最先端研究者（海外共同研究者を含

む）と連携し、定期的に開催する予定である。  
2. 国際シンポジウム（海外・国内開催）・国際セミナー（海外開催）は、従来どおり、海外大学と連携して開催す

る予定である。  
3. 産学連携セミナー（国内開催）は、教育研究連携協定締結企業と共催する予定である。また、海外先端企業

との共催について検討中である。 
 

 

１４ その他の研究成果等 
・成果分野に応じて *1,*2,*3,*4 を明記（11（4）進捗状況・研究成果等 参照） 
 
 1. 出展・展示 
 

*4: 彩の国ビジネスアリーナ 2013 出展 
  テーマ：医療機器開発プロジェクト 

 埼玉県次世代産業プロジェクト 
 （10 企業との「血液検査デバイスの実用化・商品化プロジェクト」） 

 出展日：2013 年 1 月 30・31 日 
 場 所：埼玉スーパーアリーナ 

 
*4: Bio Japan 2013 出展 

 テーマ：ナノテクノロジーのバイオ・メディスンへの応用 
 出展日：2013 年 10 月 9 ~ 11 日 
 場 所：PACIFICO YOKOHAMA 

 
*4: 彩の国ビジネスアリーナ 2014 出展 

  テーマ：医療機器開発プロジェクト 
 埼玉県次世代産業プロジェクト 
 （10 企業との「血液検査デバイスの実用化・商品化プロジェクト」） 

 出展日：2014 年 1 月 29・30 日 
 場 所：埼玉スーパーアリーナ 

 
*4: Bio Japan 2014 出展 

 テーマ：ナノテクノロジーのバイオ・メディスンへの応用 
 出展日：2013 年 10 月 9 ~ 11 日 
 場 所：PACIFICO YOKOHAMA 
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*4: 彩の国ビジネスアリーナ 2015 出展 
  テーマ：医療機器開発プロジェクト 

 埼玉県次世代産業プロジェクト 
 （10 企業との「血液検査デバイスの実用化・商品化プロジェクト」） 

 出展日：2015 年 1 月 28・29 日 
 場 所：埼玉スーパーアリーナ 

 
 2. 受賞・ハイライト論文 
 

Best Poster Award 
*1,*3: A. Tsutiya, M. Nishihara, Y. Goshima and R. Ohtani-Kaneko, Deletion of Crmp4 results in 
altered morphology and physiology in the olfactory bulb, Joint Meeting of the 120th Annual 
Meeting of The Japanese Association of Anatomists and The 92nd Annual Meeting of The 
Physiological Society of Japan, P3-045 (2015), Kobe, Japan.   

 Fellow, the Indian JSPS Alumni Association 
T. Maekawa (201５).  

 ACS Editors’ Choice & Spotlights on Recent JACS Publications, American Chemical Society 
*1,*3: A. Baliyan, Y. Nakajima, T. Fukuda, T. Uchida, T. Hanajiri and T. Maekawa, Synthesis of 
an ultradense forest of vertically aligned triple-walled carbon nanotubes of uniform diameter and 
length using hollow catalytic nanoparticles, J. Am. Chem. Soc. 136, 1047-1053 (2014).  

Best Poster Award 
*1,*3: A.M. Raichur, T. Maekawa and D.S. Kumar, Strategist PLGA nano-capsules to deliver 
siRNA for inhibition of carcinoma and neuroblastoma cell lines by knockdown of proto-oncogene, 
The 4th International Conference on Nanotek & Expo (2014), San Francisco, USA.  

 Best Poster Award 
*1,*3: Y. Takahashi, Y. Noguchi and M. Ito, The clarification of the differences between 
alkaliphilic and neutralophilic Bacillus influx control of Na+ near neutral pH in the Na+-driven 
flagellar motor stator MotPS, 10th International Congress on Extremophiles 2014, (2014), St. 
Petersburg, Russia.  

 Best Poster Award 
*1,*2,*3: S. Raveendran, N. Chauhan, V. Palaninathan, T. Maekawa and D.S. Kumar, Strategist 
PLGA nano-capsules to deliver siRNA for inhibition of carcinoma and neuroblastoma cell lines by 
knockdown of proto-oncogene, The 4th International Conference on Nanotek & Expo (2014), San 
Francisco, USA.  

 Micro/Nano Technology Track Paper Award 
*3: T. Ohkubo, N. Terada and Y. Yoshida, Fluorescence detection of minute particles using a 
resin-based optical total analysis system with a high-aspect-ratio light waveguide core, ASME 
2014 Conference on Information Storage and Processing Systems ISPS2014, (2014), Santa 
Clara, USA.  

 IUPAC Young Researcher Award 
*1,*2,*3: S. Veeranarayanan, M.S. Mohamed, A.C. Poulose, N. Hirosawa, Y. Sakamoto, Y. 
Yoshida, T. Maekawa and D.S Kumar, Synergistic targeting of cancer and associated 
angiogenesis In vivo using triple-targeted drug loaded silica nanoformulations for theragnosticst, 
International Conference on Frontiers of Polymers and Advanced Materials (ICFPAM-2013) 
(2013), Auckland, New Zealand.  

 IUPAC Young Researcher Award 
*1,*2,*3: M.S. Mohamed, S. Veeranarayanan, A.C. Poulose, Y. Nagaoka, Y. Yoshida, T. 
Maekawa and D.S Kumar, Fe3O4 core-silica shell nanoclusters based multimodal treatment 
strategy for drug resistant breast cancers, International Conference on Frontiers of Polymers and 
Advanced Materials (ICFPAM-2013) (2013), Auckland, New Zealand.  

 Best Article Award 
 *1,*3: A. Tanaka, Y. Yamane, Y. Komiya, K. Yamauchi, T. Sugiyama, A. Echigo, R. Usami, Y. 

Yoshida, F. Abe, H. Minegishi and N. Takahashi-Ando, Development of a highly sensitive yeast 
bioassay for trichothecene detection, Mycotoxins 63, 161-170 (2013).  

 Tasilo Prnka Prize 
*1,*2,*3: S. Veeranarayanan, A.C. Poulose, M.S. Mohamed, Y. Nagaoka, S. Kashiwada, Y. 
Yoshida, T. Maekawa and D.S. Kumar, Nanoformulation facilitated disruption of vasculogenesis: 
Approach towards neo-angiogenic treatment, Nanocon 2012, C13 (2012), Brno, Czech Republic.  



（様式 2） 

 

法人番号 131070 
プロジェクト番号 S1101017 

 

 ChemPubSoc Prize 
*1,*3: T. Hasegawa, S. Riku and Y. Togashi, Bis-glycosylated ferrocenes as tools to investigate 
carbohydrate-carbohydrate interactions, 26th International Carbohydrate Symposium (2012), 
Madrid, Spain.  

 Asian Excellence Award 
*1,*3: D.S. Kumar, Use of polymers in nanodrug delivery and as scaffolds, The Society of 
Polymer Science Japan (2012).  

 Inoue Enryo Prize 
M. Ito, Analysis of flagella motors (2012).  

 IEICE Electronics Letter Paper Award 
F. Horiguchi (2012).  

 Asian Allergy Asthma Foundation Best Poster Award 
*3: M.S. Mohamad, S. Veeranarayanan, A. Baliyan, A.C. Poulose, Y. Nagaoka, H. Minegishi, Y. 
Shimane, Y. Yoshida, T. Maekawa and D.S. Kumar, Trafficking and superior therapeutic 
proficiency of hybrid lipid nanoparticles encapsulating the ribosome inactivating ptotein-curcin 
across in vitro blood brain barrier, India-Japan Symposium on Frontiers in Science & Technology: 
Successes and Emerging Challenges, Indian Embassy Auditorium (2012), Tokyo, Japan.  

 Highlighted paper (Institute of Physics) 
 *1,*3: S. Veeranarayanan, A.C. Poulose, S. Mohamed, A. Aravind, Y. Nagaoka, Y. Yoshida, T. 

Maekawa and D.S. Kumar, FITC labeled silica nanoparticles as efficient cell tags: Uptake and 
photostability study in endothelial cells, 22, 537–548 (2012).  

 Highlighted paper（Nano Werk） 
*3: M. Sheikh, A. Baliyan, S. Veeranarayanan, A.C. Poulose, Y. Nagaoka, H. Minegishi, Y. 
Yoshida, T. Maekawa and D.S. Kumar, Non-destrucitve harvesting of biogenic gold nanoparticles 
from japtropha curcas seed meal and shell extracts and their application as bio-diagnostic 
photothermal ablaters-lending shine to bio diesel byproducts, Nanomater. Environ. 1, 3–17 
(2012). 

 
 Most downloaded article 

*1,*3: A. Mathew, Y. Yoshida, T. Maekawa and D.S. Kumar, Alzheimer's disease: Cholesterol a 
menace, Brain Res. Bull. 86, 1-12 (2011). 

 
 Best Poster Award 

 *1,*2: S. Kurosu, T. Fukuda, T. Hasumura and T. Maekawa, Aligned clusters formed by C60 
molecules and sulphur in benzene, NanoteC11: International Conference on Nanoscience and 
Nanotechnology (2011), Nantes, France. 

 
 Best Poster Award 

 *1,*2,*3: B.G. Nair, Y. Nagaoka, T. Fukuda, H. Morimoto, T. Mizuki, D.S. Kumar and T. 
Maekawa, Application of biofunctionalized magnetic nanoparticles for cell manipulation studies, 
Nanocon2011 (2011), Brno, Czech Republic. 

 
 Student Travel Award 

*1,*3: A. Aravind, S. Veeranarayanan, A. Mathew, S.H. Varghese, T. Fukuda, T. Hasumura, S. 
Nagoaka. Y. Yoshida, T. Maekawa and D.S. Kumar, Aptamer-labeled PLGA nanoparticles for 
targeted drug delivery in breast cancer, Proc. 2nd Nano Today (2011), Hawaii, USA. 

 
 3. 国際論文誌カヴァー 
 

 Journal of Materials Chemistry B 
  *1,*2,*3: S. Veeranarayanan, A.C. Poulose, M.S. Mohamed, Y. Nagaoka, S. Kashiwada, T. 

Maekawa and D.S. Kumar, FITC/suramin harboring silica nanoformulations for cellular and 
embryonic imaging/anti-angiogenic theranostics, J. Mater Chem. B 3, 8079-8087 (2015). 

  DOI: 10.1039/C5TB01357G   
 Nanoscale 

*1,*2,*3: A.C. Poulose, S. Veeranarayanan, M.S. Mohamed, Y. Nagaoka, R.R. Aburto, T. 
Mitcham, P.M. Ajayan, R.R. Bouchard, Y. Sakamoto, Y. Yoshida, T. Maekawa and D.S. Kumar, 
Multi-stimuli responsive Cu2S nanocrystals as trimodal imaging and synergistic 
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chemo-photothermal therapy agents, Nanoscale 7, 8378-8388 (2015). 
DOI: 10.1039/C4NR07139E  

 Advanced Materials Interfaces 
 *1,*3: N. Chauhan, V. Palaninathan, S. Raveendran, A.C. Poulose, T. Nakajima, T. Hasumra, T. 

Uchida, T. Hanajiri, T. Maekawa and D.S. Kumar, N2-plasma assisted one-step alignment and 
patterning of graphene oxide on SiO2/Si substrate via Langmuir-Blodgett technique, Adv. Mater. 
Interfaces 2, 1400515 (2015). 

 DOI: 10.1002/admi.201400515  
 Macromolecular Bioscience 

 *1,*2,*3: M.S. Mohamed, S. Veeranarayanan, A. Baliyan, A.C. Poulose, Y. Nagaoka, H. 
Minegishi, S. Iwai, Y. Shimane, Y. Yoshida, T. Maekawa and D.S. Kumar, Structurally distinct 
hybrid polymer/lipid nanoconstructs harboring a type-I ribotoxin as cellular imaging and 
glioblastoma-directed therapeutic vectors, Macromol. Biosci. 14, 1696-1711 (2014). 

 DOI: 10.1002/mabi.201400248  
 Materials Express 

 *1,*3: V. Palaninathan, N. Chauhan, A.C. Poulose, T. Hasumura, T. Fukuda, H. Morimoto, Y. 
Yoshida, T. Maekawa and D.S. Kumar, Acetosulfation of bacterial cellulose: An unexplored 
promising incipient candidate for highly transparent thin film, Mater. Express 4, 415-421 (2014). 

  DOI: 10.1166/mex.2014.1191  
 Small 

 *1,*2,*3: L.V. Nair, Y. Nagaoka, T. Maekawa, D.S. Kumar and S. Jayasree, Quantum dot tailored 
to single wall carbon nanotube: A multifunctional hybrid nanoconstruct for cellular imaging and 
targeted photothermal therapy, Small 10, 2771-2775 (2014). 

  DOI: 10.1002/smll.201400418  
 Materials Express 

  *2,*3: S. Balasubramanian, A.R. Girija, Y. Nagaoka, S. Iwai, T. Hasumura, K. Venugopal, K. 
Kato, Y. Yoshida, T. Maekawa and D.S. Kumar, Augmented cellular uptake and antiproliferation 
against pancreatic cancer cells induced by targeted curcumin and SPION encapsulated PLGA 
nanoformulation, Mater. Express 4, 183-195 (2014). 

  DOI: 10.1166/mex.2014.1160  
 Small 

 *1,*3: S. Veeranarayanan, A.C. Poulose, M.S. Mohamed, S.H. Varghese, Y. Nagaoka, Y. 
Yoshida, T. Maekawa and D.S. Kumar, Synergistic targeting of cancer and associated 
angiogenesis exercising triple targeted-dual drug silica nanoformulations for theragnostics, 
Small 8, 3476-3489 (2012). 

 DOI: 10.1002/smll.201200874 
 
 4. 研究教育成果の発信 
 
「文部科学省：私立大学戦略的基盤形成支援事業：研究成果報告書（2011・2012・2013・2014・2015 年度）」

の発行（英語） 
・ Achievements in the Academic Years 2011 - 2015 

Development of innovative biomedical and environmental devices based on bio-nano hybrid 
structures 
Programme for the Strategic Research Foundation at Private Universities S1101017 organised 
by MEXT 

 
「BN 研究センターパンフレット（2011・2012・2013・2014・2015 年度）」の発行および Web 配信（英語） 
・ Bio-Nano Electronics Research Centre 

   Interdisciplinary New Science: Fusion of Bioscience and Nanotechnology 
・ http://bionano.toyo.ac.jp/COEtop.htm 

 
「大学院学際・融合科学研究科パンフレット（2011・2012・2013・2014・2015 年度）」の発行および Web 配

信（英語） 
・ Graduate School of Interdisciplinary New Science, Toyo University (7 pages) 
・ http://www.toyo.ac.jp/file/bio/2015gins.pdf 

 
「大学院学際・融合科学研究科における教育研究成果（2011・2012・2013・2014・2015 年度）」の Web 配

信（英語） 
・ Achievements in Bio-Nano Science Fusion Course 
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 Graduate School of Interdisciplinary New Science, Toyo University 
・ http://www.toyo.ac.jp/uploaded/attachment/15930.pdf 

 
「装置・設備パンフレット（2012・2013・2014・2015 年度）」の発行（日本語・英語 併記） 
・ 東洋大学バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 装置・設備パンフレット 
  Facilities of the Bio-Nano Electronics Research Centre  

 
「Naturejobs Nanotechnology：バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター紹介（2012・2013・2014・2015
年度）」 
・ Bio-Nano Science Doctoral Course, Graduate School of Interdisciplinary New Science 

Bio-Nano Electronics Research Centre, Toyo University 
・ www.naturejobs.com 

 
「Web 教育プログラム「GEOSET TOYO」の配信」（大学院生による研究発表（英語）を含む） 
・ http://bionano.toyo.ac.jp/GEOSET-index.html 

 

 

１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項及び対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

 

研究グループとしての全体的統一性に留意されたい。 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 

 
 1. 「バイオ・ナノハイブリッド構造体」が本研究プロジェクトの共通キーワードであり、「バイオ・ナノハイブリッド

構造体を基盤とした環境デバイスの開発、バイオ・医療デバイスの開発」を共通の目的とした研究プロジェ

クトが機能的・効率的に組織化されてきた。 
 
 2. プロジェクト研究員間の共同研究を推進し、顕著な研究成果が得られている（国際論文誌への共著論文数

は多数）。 
 
 3. 「バイオ・ナノ融合サイエンス／テクノロジー分野の国際拠点形成」を共通の目標とし、研究員間の共同研

究および国際連携教育研究プログラムを推進してきた。 
 
 4. 「次世代医療機器ブロジェクト」を立ち上げ、個々の要素技術を統合した「血液検査マイクロ・デバイス」を開

発している。「次世代医療機器ブロジェクト」では、BN 研究センターが Principal Investigator (PI)、埼玉医

科大学が Co-PI となり、企業 10 社と連携して、「血液検査マイクロ・デバイス」の実用化・商品化を進めてき

た。3 つの産学連携グループ；「抗原・ナノ粒子ハイブリッド構造体作製グループ」、「マイクロチップ作製グル

ープ」、「ゼータ電位測定・データ解析グループ」が毎月 1 回グループ会議を開催し、進捗状況・今後の商品

開発ストラテジーについて協議してきた。また、全体会議を毎月 1 会開催し、グループ間の連携を図ってき

た。つまり、本プロジェクト研究員・共同研究者が一体となって、「血液検査マイクロ・デバイス」の実用化・商

品化プロジェクトが組織的・機能的に進められてきた。既にプロトタイプを製作し、2013・2014・2015 年 1 月

に「彩の国ビジネスアリーナ」において一般公表した。 
 
 5. BN 研究センター内の公用語は英語であり、日本人研究員・PD・RA・博士前期課程学生・事務局職員と外

国人研究員・PD・RA・博士前期課程学生とのコミュニケイションが十分にとられている。なお、BN 研究セン

ターにおける教育研究プログラムの成果を基盤として開設された大学院学際・融合科学研究科において

は、(a)英語による講義・研究指導の実施；(b)博士研究成果の国際論文誌への発表（２編以上）；(c)博士論

文・修士論文の英語による執筆； (d)博士論文・修士論文の英語による口頭発表（公聴会・Website
「GEOSET TOYO」より配信）を義務付けており、学生の国際性およびプレゼンテイション能力・コミュニケイ

ション能力を養成してきた。 
 
 6. BN 研究センターには個々の研究員の研究室・実験室は設置しておらず、プロジェクト研究員・PD・RA・学

生は共通の実験室・分析室で共同研究を実施している。大型装置（透過型電子顕微鏡・走査型電子顕微

鏡・SPM等）、スペクトロスコピック・アナライザーもコモンスペースに設置されている。 
 
 7. PD 研究員・RA・博士前期課程学生には個々の居室を与えておらず、コモンルーム・コモンスペースを提供

し、プロジェクト研究員間、プロジェクト研究員/若手研究者間、若手研究者間の共同研究を推進してきた。 
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 8. 国際シンポジウムを毎年開催し、プロジェクト研究員・若手研究者（PD, RA, 博士前期課程学生）が共同研

究成果を発表し、研究員間の共同研究を促進してきた。国際シンポジウム・国際セミナーの開催により、若

手研究者の国際性・研究意欲が向上し、若手研究者間の共同研究がさらに推進されてきた。 
 
 9. 「外部評価委員会」にはプロジェクト研究員も出席しており、研究員間の共同研究の実施・成果に対する評

価および今後の共同研究遂行に対するアドヴァイスをいただいてきた。共同研究の成果および国際連携に

よる研究教育プログラムの推進に対しては、高い評価が得られた。外国人著名研究者には、国際的観点か

ら本プロジェクトの研究・教育成果を評価していただいている。 
 
 10. 「外部評価委員会」の評価結果をもとに、将来の研究教育プログラムの運営・実施に対して助言をいただく

「協議会」を開催してた。「協議会」にはプロジェクト研究員も出席しており、今後の研究員間の共同研究お

よび海外連携のストラテジーに関して有用なアドヴァイスをいただいた。 
 
 11. 我が国の大学の教育研究レベルは高いとは言えず、また国際化が進んでいないために（我が国の 1 年間

の研究費は世界第 3位であるが、過去 10 年間の論文 1編当りの被引用回数は世界 20位に入らない）、

EU, UK の大学が日本の大学と Ph.D Double Degree Programme を実施した例は少ない。しかし、本セン

ターと EU, UK 大学との教育研究連携プログラムにおいて顕著な成果が得られたため、部局間教育研究連

携協定を締結している大学との連携を発展させ、下記 5 大学と大学間教育研究連携協定を締結するに至っ

た。 
   Université Pierre et Marie Curie (Paris 6), France (PhD Double Degree Programme) 
   Université de Nantes, France (PhD Double Degree Programme) 
   University of Brighton, UK (PhD Dual Certificate Programme) 
   Politehniha University of Timisoara, Romania (Resaerchers and PhD Exchange Programme) 
   Indian Institute of Technology, India (Resaerchers and PhD Exchange Programme) 
  なお、上記 2 大学（Université Pierre et Marie Curie, Université de Nantes）が日本の大学と Ph.D 

Double Degree Programme を実施するのは初めてのことである。今後、我が国の Model Case となるよ

う、また、「バイオ・ナノ融合分野」における国際拠点となるよう、研究員間の共同研究および海外先端大学

との教育研究プログラムの共同開発を推進する。 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項＞ 
 

該当なし 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項への対応＞ 
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受託研究)綜研化学、和光純薬工業他

寄付金)新日本無線、新光化学工業所他

受託研究)綜研化学、和光純薬工業他
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108,562

2,496 90,160

61,436

99,771

46,400

99,771199,542

17,900 35,800

46,40092,800

53,700

379,336

140,260 31,698

0

311,561 132,725 67,034 19,146

研究費

平

成

2

6

年

度

設 備

装 置

設 備

平

成

2

7

年

度

総 計

総

額

321,302 0 0 0

装 置

研究費

研究費

装 置

施 設

設 備

研究費

設 備

研究費

2,329

平

成

2

3

年

度

施 設

装 置

装 置

施 設

施 設

装 置

平

成

2

5

年

度

施 設

法人番号

寄付金 その他（　科研費他　）

受託

研究等

プロジェクト番号 S1101017

121,329 78,648

0

設 備

平

成

2

4

年

度

共同研

究機関

負担

年度・区分

研究費

支出額

法　人

負　担

私　学

助　成

設 備

施 設
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１７　施設・装置・設備の整備状況  （私学助成を受けたものはすべて記載してください。）

（千円）

平成8年度 1,312.00㎡ 13 室 55 名

大型共通機器室
150.00㎡ 1 室 36 名

平成24年度 3,544.46㎡ 35 室 名

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積

㎡

（千円）

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

21,074 私学助成

B1500A他 1 750 8,190 7,930 私学助成

プローバーシャトル

平成24年度

PS4LT 1 130 21,760

半導体デバイスアナライザー

平成24年度

6,766 私学助成

ホール測定用高抵抗測定ユニット

平成24年度

なし 1 244 13,900 9,266 私学助成

誘電体インピーダンス測定装置
平成24年度

1260、1296他 1 100 10,150

26,633 私学助成

生体分子構造解析システム

平成24年度

DiscoveryStudio 1 400 20,900 13,933 私学助成

原子分解能多機能走査プローブ顕微鏡

平成24年度

Cypher（LD-STD他)

1 807 39,950

私学助成

生体分子間相互作用・構造解析装置

平成23年度

E4 1 200 39,900 26,600 私学助成

23,754 私学助成

精密屈折率測定装置

平成23年度

KPR-2000 1 199 13,800 9,200

タンパク質単離分取・分析システム

平成25年度

BNS-05NP3他 1 1112 35,632

9,738 私学助成

顕微赤外分光/顕微ラマン複合評価システム

平成25年度

iS50FT-IR 1 320 39,900 26,600 私学助成

２次元電気泳動解析システム

平成25年度

BM-100他 1 200 14,608

19,320 私学助成

顕微ラマン測定用分光システム
平成24年度

AlphaSP300 1 185 5,460 3,640 私学助成

HTFCスクリーニングシステム

平成24年度 IntellcytICAA010-ACAD

1 325 19,950

3,333 私学助成

環境制御型光熱励振プローブ顕微鏡ユニット

平成26年度

CYP-SCAN-ES他 1 624 17,800 11,174 私学助成

太陽電池測定システム

平成25年度

PVL-3300Ex HAL-320

1 50 5,000

33,320 私学助成

スペクトルイメージング共焦点レーザー顕微鏡

平成25年度

Alsi Plus-ML 1 490 39,800 26,533 私学助成

バイオ・ナノハイブリッド質量分析システム

平成25年度

amaZon, Speed-TYU他

1 370 49,980

SEM装着プローバー用ステージ制御システム

平成25年度

GV10ｘ他 1 130 7,999 5,332 私学助成

26,558 私学助成

多目的X線回折分析システム

平成25年度

SmartLab-RP/TBN
1 600 53,117

64,200 私学助成

超伝導量子干渉素子・磁気特性評価システム

平成25年度

MPMS SQUID　VSM SQUID　VSM7.0テスラ

1 3607 87,000 43,500 私学助成

高精度電子線描画装置

平成25年度

ELS-G125 1 600 128,400

私学助成

高性能大面積ナノパターンジェネレーター

平成25年度

EPG-125 1 600 81,747 40,873 私学助成

原子分解能透過電子顕微鏡

平成24年度

JEM-ARM200F(UHR)

1 1955 199,542

大気中走査電子顕微鏡複合評価システム

平成23年度

JASM-6200-TY 1 292 92,800 私学助成

99,771

補助主体

46,400

私学助成

補助主体

平成26年度

26,686

《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。）

補助金額整備年度

11,823

GATAN　Model601他

1 49

電子顕微鏡用試料作成システム

（研究装置）

研究室等数 使用者数

0

稼働時間数装置・設備の名称 台　　数型　　番 事業経費 補助金額

事業経費施　設　の　名　称

（情報処理関係設備）

（研究設備）

整備年度

ﾊﾞｲｵ・ﾅﾉｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ研究ｾﾝﾀｰα棟

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

研究施設面積

446,730 212,190 私学助成

平成18年度

ﾊﾞｲｵ・ﾅﾉｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ研究ｾﾝﾀｰβ棟

110 1,055,462
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１８　研究費の支出状況研究費の支出状況 （千円）

  平成 年度

  平成 年度

41,328

42,429

実人数　30人

研究業務

国内旅費、海外旅費

技術支援者派遣料、解析委託、評価委員会謝礼（学外者）

機器保守、廃液処理、図書、学会参加費、その他

4,333

59,098

学内２５人　

学内１１人

学内1人

13,437

技術支援

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

92,182

機器保守 7,384

積　　算　　内　　訳

6,268 6,268

92,182

6,268

59,098

4,333

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

機器備品

学内37人

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

ポスト・ドクター

41,328

13,437

計

計

研究補助

42,429

機器備品42,429

アルバイト人件費 6,268

42,429

時給　900円，年間時間数　7159時間

技術支援者派遣料

127 ソフトウェアアップグレード

部品配送 70

出張旅費

4,480

884

2,539

ソフトウェアアップグレード

127

21,041

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

液体窒素類、実験器具類

電気、ガス、水道

支　出　額

実験用消耗品

電気、ガス、水道

42,970

光　熱　水　費

計

図　　　　書

リサーチ・アシスタント

（　その他　）

報酬・委託料

7,384

研究支援推進経費

884

教育研究用機器備品

センターパンフレット

小  科  目

主　な　使　途

消　耗　品　費

21,041

センターパンフレット

70 部品配送、試料郵送

金　　額

42,970

人件費支出

（兼務職員）

教育研究経費支出

印刷製本費

旅費交通費

4,480

計

賃借料

2,539

23

通信運搬費

年　　　度

年　　　度

24

小  科  目 支　出　額

積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費

36,275 実験用消耗品 36,275 液体窒素類、実験器具類

光　熱　水　費

26,294 電気、ガス、水道 26,294 電気、ガス、水道

通信運搬費

9 部品配送 9 部品配送、試料郵送

印刷製本費

421 センターパンフレット 421 センターパンフレット

賃借料

117

ソフトウェアアップグレード

117 ソフトウェアアップグレード

設備修繕費

6,987 機器修理 6,987 機器修理

（　その他　）

9,202 機器保守 9,202 機器保守、廃液処理、図書、学会参加費、その他

計
93,041 93,041

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出

4,977 4,977

時給900円，年間時間数　5,704時間

（兼務職員） 実人数　22人

教育研究経費支出

計
4,977 4,977

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

21,109 機器備品 21,109 機器備品

図　　　　書

計
21,109 21,109

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

14,072 研究補助 14,072

学内２２人

ポスト・ドクター

58,520 研究業務 58,520

学内１５人

研究支援推進経費

8,040 技術支援 8,040

学内2人

計

80,632 80,632

学内３９人

設備修繕費

12,687 機器修理 12,687 機器修理

報酬・委託料

7,318 技術支援者派遣料 7,318

技術支援者派遣料、解析委託、評価委員会謝礼（学外者）

旅費交通費

6,418 出張旅費 6,418 国内旅費、海外旅費
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  平成 年度

  平成 年度

255

7,967

ソフトウェアアップグレード

機器修理

賃借料

設備修繕費

255

7,967

ソフトウェアアップグレード

機器修理

報酬・委託料

5,329 技術支援者派遣料

年　　　度

25

小  科  目 支　出　額

積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費

28,681 実験用消耗品 28,681 液体窒素類、実験器具類

光　熱　水　費

28,380 電気、ガス、水道 28,380 電気、ガス、水道

通信運搬費

0 部品配送 0 部品配送、試料郵送

印刷製本費

430 センターパンフレット 430 センターパンフレット

賃借料

0

ソフトウェアアップグレード

0 ソフトウェアアップグレード

設備修繕費

8,000 機器修理 8,000 機器修理

（　その他　）

6,259 機器保守 6,259 機器保守、廃液処理、図書、学会参加費、その他

計
86,652 86,652

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出

16,550 16,550

時給　900円，年間時間数　18,300時間

（兼務職員） 実人数　22人

教育研究経費支出

計
16,550

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

15,153 機器備品 15,153 機器備品

図　　　　書

計
15,153

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

12,702 研究補助 12,702

学内20人　

ポスト・ドクター

83,943 研究業務 83,943

学内17人　

研究支援推進経費

10,910 技術支援 10,910

学内2人

計

107,555 107,555

学内40人

年　　　度

26

小  科  目 支　出　額

積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費

37,283 実験用消耗品 37,283 液体窒素類、実験器具類

光　熱　水　費

29,449 電気、ガス、水道 29,449 電気、ガス、水道

通信運搬費

948 部品配送 948 部品配送、試料郵送

印刷製本費

198 センターパンフレット 198 センターパンフレット

旅費交通費

4,192 出張旅費 4,192 国内旅費、海外旅費

5,329 技術支援者派遣料、解析委託

（　その他　）

12,047 12,047 機器保守、廃液処理、図書、学会参加費、その他機器保守

計
97,668 97,668

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出

169 169

時給　900円，年間時間数 187時間

（兼務職員） 実人数　15人

教育研究経費支出

計
169 169

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

18,966 機器備品 18,966 機器備品

図　　　　書

計
18,966 18,966

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

6,517 6,517

学内１７人　

ポスト・ドクター

83,703 83,703

学内２２人　

研究支援推進経費

10,911 10,911

学内2人

計

101,131 101,131

学内４２人

旅費交通費

6,602 出張旅費 6,602 国内旅費、海外旅費

報酬・委託料

8,300 技術支援者派遣料 8,300 技術支援者派遣料、解析委託
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  平成 年度

年　　　度

27

小  科  目 支　出　額

積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費

40,543 実験用消耗品 40,543 液体窒素類、実験器具類

光　熱　水　費

23,990 電気、ガス、水道 23,990 電気、ガス、水道

通信運搬費

7 部品配送 7 部品配送、試料郵送

印刷製本費

509 センターパンフレット 509 センターパンフレット

旅費交通費

5,225 出張旅費 5,225 国内旅費、海外旅費

報酬・委託料

5,368 技術支援者派遣料 5,368 技術支援者派遣料、解析委託

（　その他　）

13,301 機器保守 13,301 機器保守、廃液処理、図書、学会参加費、その他

計
98,599 98,599

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出

1,439 1,439

時給　920円，年間時間数　1600時間

（兼務職員） 実人数　10人

教育研究経費支出

計
1,439 1,439

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

18,503 機器備品 18,503 機器備品

学内10人

図　　　　書

計
18,503 18,503

研究支援推進経費

10,916 10,916

学内2人

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

4,249 4,249

計

95,468 95,468

ポスト・ドクター

80,303 80,303

学内21人

賃借料

1,275

ソフトウェアアップグレード

1,275 ソフトウェアアップグレード

設備修繕費

8,381 機器修理 8,381 機器修理



 

 

2011 - 2015 年度 

私立大学戦略的研究基盤形成支援事業 

バイオ・ナノハイブリッド構造体を基盤とした革新的環境・バイオ・医療デバイスの開発 

 

 

参考資料 
 

Web, 雑誌, 新聞, 論文誌に掲載された記事等 
 

 

 

 

東洋大学 

バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



参考資料 
 

Web, 雑誌, 新聞, 論文誌に掲載された記事等 
（2011年度（採択年度）以降） 

 
Journal covers 

Small 
Wiley 

Synergistic targeting of 
cancer and associated 
angiogenesis exercising 
triple targeted-dual drug 
silica nanoformulations for 
theragnostics 

http://onlinelibrary.wile
y.com/journal/10.1002/
(ISSN)1613-6829/hom
epage/cover/2012_8_2
2i.html 

November 
2012 

Materials Express 
American Scientific 
Publishers 

Acetosulfation of bacterial 
cellulose: An unexplored 
promising incipient 
candidate for highly 
transparent thin film 

http://www.aspbs.com/
mex.html June 2014 

Small 
Wiley 

Quantum dot tailored to 
single wall carbon 
nanotube: A multifunctional 
hybrid nanoconstruct for 
cellular imaging and 
targeted photothermal 
therapy 

http://onlinelibrary.wile
y.com/doi/10.1002/smll
.201470085/epdf 
 

July 2014 

Materials Express 
American Scientific 
Publishers 

Augmented cellular uptake 
and antiproliferation against 
pancreatic cancer cells 
induced by targeted 
curcumin and SPION 
encapsulated PLGA 
nanoformulation 

http://www.aspbs.com/
mex.html 

December 
2014 

Macromolecular 
Bioscience 
Wiley 

Structurally distinct hybrid 
polymer/lipid 
nanoconstructs harboring a 
type-I ribotoxin as cellular 
imaging and 
glioblastoma-directed 
therapeutic vectors 

http://www.ingentacon
nect.com/search/articl
e?option1=tka&value1
=cover+2014&pageSiz
e=10&index=8 

October 
2014 

Advanced Materials 
Interfaces 
Wiley 

N2-plasma assisted 
one-step alignment and 
patterning of graphene 
oxide on SiO2/Si substrate 
via Langmuir-Blodgett 
technique 

http://onlinelibrary.wile
y.com/doi/10.1002/ad
mi.201570025/full 

March 2015 

 
  



 

Nanoscale 
Royal Society of 
Chemistry 

Multi-stimuli responsive 
Cu2S nanocrystals as 
trimodal imaging and 
synergistic 
chemo-photothermal 
therapy agents 

http://pubs.rsc.org/en/c
ontent/articlepdf/2015/
nr/c5nr90094h?page=
search 

May 2015 

Journal of Materials 
Chemistry B 
Royal Society of 
Chemistry 

FITC/suramin harboring 
silica nanoformulations for 
cellular and embryonic 
imaging/anti-angiogenic 
theranostics 

http://pubs.rsc.org/en/c
ontent/articlepdf/2015/t
b/c5tb90149a?page=s
earch 

September 
2015 

Nanoscale 
Royal Society of 
Chemistry 

Plasmonic fluorescent 
CdSe/Cu2S hybrid 
nanocrystals for 
multichannel imaging and 
cancer directed 
photothermal therapy 

http://pubs.rsc.org/En/
content/articlepdf/2016
/nr/c6nr90079h?page=
search 

November 
2015 
 

 

Web掲載 
Institute of Physics 
Asia-Pacific Highlights 

Fluorescent probes: 
Loading silica nanoparticles 

http://asia.iop.org/cws/
article/news/48078 

December 
2011 

Institute of Physics 
Asia-Pacific Highlights 

Silica nanoparticle-based 
drug delivery for cancer 
treatment 

http://asia.iop.org/cws/
article/news/50760 

September 
2012 

Ambassade de France 
à Tokyo 

Signature d’accords de 
collaboration académique 
entre l’Université Toyo et 
les universités de Nantes et 
de Paris VI 

http://www.ambafrance
-jp.org/Signature-d-acc
ords-de 

June 2013 
Modified in 
February 
2016 

American Chemical 
Society 
Journal of Americal 
Chemical Society 
Spotlights 

Hollow Spheres Lend 
Control to Carbon 
Nanotube Growth 

http://pubs.acs.org/doi/
abs/10.1021/ja500664
b 

January 
2014 

朝日 Digital 前川透教授インタビュー 
http://www.asahi.com/
ad/toyo/Interview2.htm
l 

2012年 9月 

 

雑誌掲載 

工業材料 液体 – 期待臨界点を利用して 多種多様なナノ構造
体を創成	 新規の機能材料を追究 2011年 6月 

 

  



新聞掲載 

日刊工業新聞 
金属内包でも水に分散 
たまねぎ状の「カーボンオニオン」 
画像診断や薬物送達に 

2011年 5月 

日刊工業新聞 カーボンナノウオール 
品質均一、製造速度 5倍に 2012年 2月 

日刊工業新聞 バイオ・ナノテク分野の草分け 
バイオ・ナノエレクトロニクス研究センター 2012年 3月 

朝日新聞 バイオ・ナノの研究施設起工式 
東洋大川越キャンパス 2012年 5月 

埼玉新聞 目指す研究教育拠点 2012年 5月 

日刊工業新聞 先端の理数教育で連携 
横浜サイエンス高	 東洋大研究所と 2012年 7月 

日刊工業新聞 東洋大とブダペスト工科・経済大 
機能性炭素複合材を研究 2012年 7月 

日刊工業新聞 シリカ粒子でガン治療 2012年 12月 

日経新聞 
アレルギー血液検査機 
10分で判定、低価格に 
産官学グループ 

2013年 2月 

日刊工業新聞 カーボンナノ教育深耕 2013年 4月 

 

 
 


